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八
六
（
七
二
〇
）

八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る

マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て

津

島
　
　
陽

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
』
と
『
賃
労
働
と
資
本
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
分
析
の
出
発
点
と
し
て
の
『
経
済
学
．
哲
学
手
稿
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
四
〇
年
代
蓄
積
論
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
商
品
１
１
価
直
論
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
問
題
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
『
聖
家
族
』
に
お
げ
る
商
品
１
１
価
値
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
節
　
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
げ
る
商
品
Ｈ
価
値
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
け
る
商
品
１
１
価
直
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
節
　
『
賃
金
』
『
共
産
党
宣
言
』
に
お
け
る
商
品
１
１
価
値
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
節
　
ま
と
め

　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

一
資
本
論
一
初
版
刊
行
後
百
一
〇
年
、
一
帝
国
主
義
論
一
刊
行
後
六
〇
年
余
を
へ
た
今
是
お
い
て
、
呆
に
ぎ
ミ
ル
ク
ス



主
義
研
究
は
隆
盛
を
極
め
、
ま
さ
に
経
済
学
研
究
に
お
け
る
先
進
国
の
威
容
を
呈
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

　
戦
後
三
〇
年
余
に
わ
た
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
研
究
の
一
時
期
を
画
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
、
初
期
マ
ル
ク

ス
主
義
研
究
の
一
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。

　
い
ま
、
ふ
り
か
え
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
の
一
ブ
ー
ム
と
は
何
だ
っ
た
か
を
問
え
ば
、

そ
れ
は
、
直
接
に
は
レ
ー
ニ
ソ
の
死
後
、
　
一
九
三
二
年
に
至
っ
て
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
」
（
以
下
、
『
手
稿
』
と
略
す
）
が
刊
行
さ
れ

　
　
（
１
）

た
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
い
き
お
い
『
手
稿
」
分
析
が
頂
点
と
し
て
の
位
置
を
占
め
、
　
『
手
稿
』
中
心

の
疎
外
論
議
に
終
始
し
た
感
が
深
い
。

　
そ
の
結
果
、
『
手
稿
」
以
後
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
発
展
は
、
『
資
本
論
』
に
至
る
ま
で
、
い
わ
ば
量
的
な
発
展
と
し
て
と

　
　
　
　
　
　
　
、
つ
ね
　
　
　
（
２
）

ら
え
ら
れ
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
歩
み
も
、
一
八
四
〇
年
代
と
一
八
六
〇
年
代
と
で
は
、
単
に
量
的
な
発
展
の
み
な

ら
ず
質
的
な
差
異
が
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
差
異
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
い
ま
も
な
お
、
一
八
四
〇
年
代
の
初
期
の
著
作
と
、
一
八
六
〇
年
代
と
を
、
各
発
展
段
階
の
差
な
い
し
特
質
を
み
る
こ
と
な
く
、

乱
暴
に
短
絡
な
い
し
直
結
さ
せ
た
マ
ル
ク
ス
理
解
が
横
行
し
て
い
る
時
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
研
究
の
発
展
段
階
の
差
を
、
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

各
時
期
に
お
け
る
経
済
学
研
究
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
は
大
き
い
。

　
本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
質
を
、
　
『
手
稿
』
以
後
、
一
八
四
八

年
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た
七
著
作
を
対
象
に
解
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
何
故
な
ら
ぼ
、
従
来
、
初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
と
言
え
ぼ
、
『
手
稿
』
が
頂
点
と
し
て
の
位
置
を
占
め
た
た
め
に
『
手
稿
」
以
後
の

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
八
七
（
七
二
一
）



　
　
　
立
命
館
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八
八
（
七
二
二
）

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

「
四
〇
年
代
後
半
」
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
た
く
、
不
当
に
過
少
評
価
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ
り
、
そ
の
独
自
の
意
義

に
っ
い
て
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
個

々
の
著
作
が
、
前
後
の
脈
絡
な
し
に
盗
意
的
に
分
析
、
利
用
さ
れ
て
い
る
感
が
強
い
。

　
こ
こ
で
、
あ
え
て
四
〇
年
代
後
半
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
こ
そ
初
期
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
質
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
手
稿
』
は
、
あ
く
ま
で
も
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
経
済
学
研
究
の
出
発
点
で
あ

っ
て
、
プ
ル
ク
ス
の
四
〇
年
代
の
経
済
学
研
究
は
、
む
し
ろ
「
手
稿
」
以
後
、
四
〇
年
代
後
半
に
結
品
し
た
一
連
の
著
作
の
内
容
を

明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ぽ
、
そ
の
特
質
は
解
明
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
四
〇
年
代
後
半
に
結
晶
し
た
主
要
な
著
作
は
、
一
八
四
四
年
四
月
か
ら
八
月
に
１
か
げ
て
執
筆
さ
れ
た
遺
稿
で
あ
る
『
手
稿
』
を
出

発
点
と
し
て
、
　
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
と
の
最
初
の
共
著
で
あ
る
『
聖
家
族
』
（
一
八
四
五
年
刊
）
、
や
は
り
共
著
で
あ
り
遺
稿
と
な
っ
た
『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（
一
八
四
五
～
四
六
年
）
、
四
六
年
一
月
か
ら
六
月
に
か
げ
て
執
筆
岩
れ
、
四
七
年
一
月
に
公
刊
さ
れ
た
『
哲

学
の
貧
困
』
、
四
七
年
十
二
月
後
半
に
講
演
さ
れ
、
６
四
九
年
四
月
に
「
新
ラ
イ
ソ
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
『
賃
労
働
と
資
本
』
、
並
び

に
遺
稿
で
あ
る
『
賃
金
』
、
四
七
年
十
二
月
に
。
起
草
さ
れ
、
四
八
年
二
月
下
旬
に
公
刊
さ
れ
た
『
共
産
党
宣
言
」
を
も
っ
て
終
る
以

上
の
七
つ
の
著
作
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
七
著
作
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
第
一
章
　
　
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
』
と
『
賃
労
働
と
資
本
』

　
　
　
　
　
　
第
一
節
分
析
の
出
発
点
と
し
て
の
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
』

さ
て
、

四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
出
発
点
を
『
手
稿
』
、
到
達
点
を

『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
い
て
、



こ
の
時
期
に
お
け
る
経
済
学
研
究
の
特
徴
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
、
出
発
点
を
な
す
『
手
稿
」
の
分
析
が
前
提
と
な
ら
ね
ば

た
ら
な
い
。

　
何
故
な
ら
ぼ
、
い
わ
ゆ
る
「
初
期
マ
ル
ク
ス
」
に
対
す
る
評
価
も
、
こ
の
『
手
稿
』
分
析
の
把
握
の
差
異
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き

て
い
る
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
し
、
出
発
点
が
そ
れ
以
後
の
著
作
に
お
げ
る
内
容
の
特
徴
を
規
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
に
、
両
著
作
の
内
容
の
関
連
を
論
じ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
こ
の
時
点
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研

究
の
基
調
を
な
す
も
の
は
何
か
、
を
究
明
し
よ
う
。

　
さ
て
、
　
『
手
稿
」
の
解
釈
は
論
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
、
国
民
経
済
学
批
判
部
分
と
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
学

批
判
部
分
と
の
二
っ
の
内
容
構
成
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
従
米
、
論
者
に
よ
っ
て
こ
の
両
者
は
統
一
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
我
々
は
、
前
者
を
下
部
構
造
、
後
者
を
上
部
構
造
と
し
て
全
体
を
両
者
の
統
一
と
し
て
把
握
し
、
同
一
の
基
盤
に
た
つ

も
の
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
も
、
下
部
構
造
で
あ
る
国
民
経
済
学
批
判
部
分
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
国
民
経
済
学
批
判
部
分
は
、
三
つ
の
手
稿
か
ら
成
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
手
稿
〔
労
賃
、
資
本
利
潤
、
地

代
、
疎
外
さ
れ
た
労
働
〕
、
第
二
手
稿
〔
私
的
所
有
の
関
係
〕
、
第
三
手
稿
□
私
的
所
有
と
労
働
、
私
的
所
有
と
共
産
主
義
、
欲
望
、

生
産
お
よ
び
分
業
、
貨
幣
〕
。
従
来
、
通
説
に
お
い
て
は
、
第
一
手
稿
の
労
賃
部
分
は
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
も
っ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ら
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
部
分
の
み
が
、
第
二
、
第
三
手
稿
と
の
関
連
で
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
、
従
来
そ
の
意
義
を
看
過
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
第
一
手
稿
「
ガ
賃
」
部
分
を
と
り
あ
げ
重
要
視
す
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
っ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
八
九
（
七
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
七
二
四
）

　
何
故
な
ら
ば
、
第
一
手
稿
「
労
賃
」
部
分
は
、
次
の
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
三
っ
の
杜
会
状
態
の
な
か
の
一
っ
で
あ
る
「
進
歩
し
っ
っ
あ
る
杜
会
」
に
お
け
る
「
複
合
的
窮

乏
」
を
論
じ
た
点
で
、
っ
ま
り
、
ス
ミ
ス
の
蓄
積
論
か
ら
出
発
し
つ
っ
、
こ
れ
を
転
倒
せ
し
め
て
ブ
ル
ク
ス
自
身
の
蓄
積
論
を
展
開

す
る
た
め
の
礎
石
を
据
え
た
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。
そ
し
て
こ
の
蓄
積
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
マ
ル
。
ク
ス
の
「
疎

外
さ
れ
た
労
働
」
の
理
論
体
系
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
労
賃
」
部
分
に
お
け
る
蓄
積
論
を
踏
ま
え
る
こ
と
た
く
し
て
、

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
都
分
だ
け
を
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
　
「
労
賃
」
部
分
を
踏
ま
え
る
か
否
か
に
よ
っ
て

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
部
分
の
理
解
が
、
従
っ
て
疎
外
論
の
内
容
理
解
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
理
論
体
系
と
は
、
こ
こ
で
そ
の
内
容
を
概
略
し
て
み
る
な
ら
ぼ
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
現
存
杜
会
の
根
本
矛
盾
は
、
生
産
物
の
疎
外
、
及
び
労
働
そ
の
も
の
に
お
げ
る
疎
外
、
類
的
存
在
の
疎
外
、
人
問
の

人
間
か
ら
の
疎
外
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
必
然
的
結
果
と
し
て
の
労
働
者
及
び
労
働
に
。
対
す
る
非
労
働
老
の
所
有
関
係
、

す
な
わ
ち
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
が
、
　
「
私
的
所
有
の
関
係
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
三
手
稿
「
私
的
所
有

と
共
産
主
義
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
否
定
と
し
て
の
共
産
主
義
、
疎
外
の
揚
棄
と
し
て
の
共
産
主
義
と
の
関
連
を
論
じ
て
、
私
的
所

有
か
ら
の
杜
会
の
解
放
は
、
労
働
者
の
解
放
で
あ
り
、
単
に
政
治
的
間
題
た
る
に
、
留
ま
ら
ず
、
同
時
に
普
遍
人
問
的
解
放
で
あ
る
ゆ

え
ん
が
解
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
全
体
を
通
じ
て
一
本
の
赤
い
糸
と
な
っ
て
貫
ぬ
い
て
い
る
も
の
は
、
　
「
疎
外
」
を
中
心
と
し
た
「
資
本
と
労
働
と
の
対

立
」
に
よ
る
資
本
制
的
生
産
関
係
の
把
握
で
あ
り
、
こ
れ
が
『
賃
労
働
と
資
本
」
に
お
い
て
、
　
「
賃
労
働
と
資
本
と
の
関
係
」
と
し

て
考
察
さ
れ
、
こ
れ
が
主
題
と
た
っ
て
い
る
。
い
わ
く
「
資
本
も
ま
た
一
つ
の
杜
会
的
生
産
関
係
で
あ
る
。
」



　
そ
の
意
味
に
お
い
て
『
賃
労
働
と
資
本
』
ほ
ど
、
四
〇
年
代
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
頂
点
を
示
す
も
の
と
し
て
『
手
稿
』
木

来
の
狙
い
を
示
す
も
の
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
我
々
独
自
の
『
手
稿
」
に
対
す
る
見
解
と
は
、
第
一
手
稿
「
労
賃
」
部
分
を
中
心
と
し
た
蓄
積
論
か
ら
の
『
手
稿
』

の
把
握
に
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
四
四
年
『
手
稿
」
に
お
け
る
労
賃
部
分
を
中
心
と
し
た
マ
ル
ク
ス
の
蓄
積
論
は
、
四
七
年
の
『
賃
労
働
と
資
本
』
、

っ
づ
く
遺
稿
『
賃
金
』
に
お
い
て
よ
り
一
層
明
確
に
展
開
さ
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
第
七
篇
に
お
い
て
、
資
本

の
蓄
積
過
程
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
資
本
制
的
蓄
積
の
絶
対
的
一
般
的
法
則
」
と
し
て
結
晶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
、
こ
こ
に
お
い
て
、
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
基
調
を
な
す
も
の
は
、
こ
の
出
発
点
に
み
ら

れ
る
蓄
積
論
の
展
開
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
蓄
積
論
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
、
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
四
〇
年
代
蓄
積
論
の
展
開

　
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
蓄
積
論
の
展
開
は
、
　
『
手
稿
』
に
お
い
て
、
そ
の
源
泉
で
あ
る
ア
ダ
ム
．
ス
ミ
ス
の
蓄
積
論
を
転
倒
せ

し
め
る
こ
と
に
．
よ
っ
て
、
礎
石
を
据
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
故
に
，
、
こ
こ
で
は
源
泉
と
し
て
の
ス
ミ
ス
の
蓄
積
論
に
っ
い
て
の
べ

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
『
国
富
論
」
に
お
げ
る
ス
ミ
ス
の
蓄
積
論
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

資
本
の
蓄
積
と
労
働
生
産
力
の
発
展
と
は
、
雇
用
及
び
人
口
を
増
大
さ
せ
、
賃
金
率
を
上
昇
さ
せ
る
が
、
こ
の
過
程
は
調
和
的
に

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
鳥
）
　
　
　
　
九
一
（
七
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
七
二
六
）

進
行
す
る
。
か
く
し
て
資
本
の
蓄
積
過
程
は
、
杜
会
の
最
下
層
に
ま
で
く
全
般
的
富
裕
Ｖ
の
増
大
が
ゆ
き
わ
た
る
過
程
と
し
て
描
き

出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
図
式
化
す
る
と
、
蓄
積
増
大
↓
労
働
の
生
産
性
の
増
大
↓
賃
金
の
自
然
率
上
昇
↓
労
働
者
の
生
活
水
準
向
上

（
実
質
賃
金
増
大
）
↓
富
の
普
遍
化
（
豊
宮
と
低
廉
）
と
な
る
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
結
論
を
転
倒
せ
し
め
る
た
め
に
、
ス
ミ
ス
の
言
う
「
杜
会
の
三
つ
の
主
要
な
状
態
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
な

か
で
の
労
働
者
の
状
態
を
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
杜
会
の
コ
衷
退
し
つ
つ
あ
る
状
態
」
　
「
完
成
し
た
状
態
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
労
働
者
の
「
累
進
的
窮
乏
」
　
「
停
滞
的
窮
乏
」
が
み
ら
れ
る
と
し
、
さ
い
ご
に
、
杜
会
の
「
進
歩
し
っ
っ
あ
る
状
態
」
に
お
い

て
も
、
す
な
わ
ち
「
労
働
者
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
杜
会
状
態
に
，
お
い
て
も
、
労
働
者
に
と
っ
て
必
然
的
な
諾
結
果
は
、
ス
、
・
・
ス
の

言
う
よ
う
に
く
全
般
的
富
裕
Ｖ
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
決
し
て
な
く
て
、
過
労
と
短
命
、
機
械
へ
の
転
落
、
労
働
者
に
対
し
て
有
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

に
集
積
さ
れ
た
資
本
へ
の
隷
属
、
あ
ら
た
な
競
争
、
労
働
者
の
一
部
の
餓
死
、
あ
る
い
は
乞
食
状
態
を
も
た
ら
す
」
こ
と
か
ら
、

「
複
合
的
窮
乏
」
（
ぎ
昌
旦
弐
撃
鶉
目
ｏ
邑
）
の
理
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
論
の
課

題
で
あ
る
「
資
本
の
増
加
が
労
働
者
階
級
の
運
命
に
及
ぼ
す
影
響
」
↓
「
資
本
制
的
蓄
積
の
絶
対
的
一
般
的
法
則
」
は
、
こ
こ
に
お

い
て
、
　
「
富
の
増
加
」
が
「
労
働
者
の
状
態
に
及
ぽ
す
影
響
」
↓
労
働
者
階
級
の
「
複
合
的
窮
乏
」
の
理
論
と
し
て
、
そ
の
礎
石
が

据
え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
「
複
合
的
窮
乏
」
の
原
因
に
つ
い
て
も
、
　
「
こ
の
杜
会
の
進
歩
し
っ
っ

あ
る
状
態
に
１
お
げ
る
労
働
者
の
没
落
と
貧
困
化
は
、
彼
の
労
働
の
産
物
で
あ
り
、
彼
の
生
産
し
た
富
の
産
物
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

今
日
の
労
働
そ
の
も
の
の
本
質
か
ら
生
じ
る
窮
乏
で
あ
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
み
ら
れ
る
通
り
、
こ
の
「
複
合
的
窮

乏
」
の
理
論
は
、
一
方
に
お
い
て
ス
、
ミ
ス
の
蓄
積
論
を
転
倒
せ
し
め
た
点
で
、
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
の
転
回
の
か
な
め
と
な
る

童
要
た
部
分
で
あ
る
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
『
資
本
論
』
に
お
げ
る
蓄
積
論
の
礎
石
が
据
え
ら
れ
た
と
い
う
二
重
の
意
味
に
お
い



て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
展
開
さ
れ
た
蓄
積
論
は
、
　
『
賃
労
働
と
資
本
」
に
お
い
て
、
賃
金
論
の
展
開
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
「
資
本
の
増
大

の
労
働
者
階
級
に
及
ぽ
す
影
響
」
の
考
察
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
。

　
先
ず
、
「
相
対
賃
金
」
と
い
う
独
自
な
ヵ
テ
ゴ
リ
Ｊ
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
賃
金
と
利
潤
は
反
比
例
す
る
」
と
い
う
法

則
が
導
き
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
資
本
の
交
換
価
値
」
で
あ
る
利
潤
は
、
　
「
労
働
の
交
換
価
値
」
で
あ
る
賃
金
が
下
が
る
の
に
反

比
例
し
て
上
が
り
、
逆
の
場
合
は
逆
で
あ
る
。
利
潤
は
賃
金
が
下
が
る
だ
け
上
が
り
、
賃
金
が
上
が
る
だ
げ
下
が
る
。
そ
れ
故
、
資

本
の
利
益
と
賃
労
働
の
利
益
は
ま
っ
こ
う
か
ら
対
立
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
が
急
速
に
増
大
す
れ
ぼ
、
利
潤
も
急
速
に
増
大
す
る
。

そ
の
結
果
、
相
対
賃
金
は
減
少
す
る
。
名
目
賃
金
と
実
質
賃
金
と
が
同
時
に
上
が
っ
て
も
、
利
潤
に
正
比
例
し
て
あ
が
ら
な
い
な
ら

ぼ
相
対
賃
金
は
下
が
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
以
上
の
関
係
を
図
示
す
れ
ぼ
、
資
本
の
増
大
↓
名
目
賃
金
、
実
質
賃
金
、
共
に
騰
貴
↓

相
対
賃
金
減
少
、
と
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
資
本
が
で
き
る
だ
げ
急
速
に
増
大
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
状
態
で
は
あ
る
が
、
利
潤
と

賃
金
は
依
然
と
し
て
反
比
例
す
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
物
質
的
状
態
は
改
善
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
杜
会
的
地
位
を
犠
牲
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

て
で
あ
る
こ
と
、
故
に
、
生
産
的
資
本
の
増
大
が
、
労
働
者
階
級
に
も
た
ら
す
有
利
な
条
件
と
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
階
級
が
「
自
分
た
ち
に
敵
対
す
る
力
、
白
分
た
ち
を
支
配
す
る
他
人
の
富
」
を
急
速
に
ふ
や
し
、
大
き
く

す
れ
ば
す
る
ぽ
ど
、
労
働
者
階
級
は
そ
れ
だ
け
有
利
な
条
件
の
も
と
で
、
新
し
く
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
富
を
ふ
や
し
、
資
本
の
力
を
大
き

く
す
る
た
め
に
働
か
せ
て
も
ら
え
る
。
た
だ
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
が
白
分
た
ち
を
っ
な
い
で
引
き
ま
わ
す
金
の
鎖
を
み
ず
か
ら
甘
ん
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

て
き
た
え
た
が
ら
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
九
三
（
七
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
七
二
八
）

　
次
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
以
上
の
展
開
の
上
に
た
っ
て
、
今
度
は
そ
れ
を
現
実
に
適
用
し
た
場
合
の
蓄
積
論
を
、
分
業
と
機
械
要
因

を
媒
介
に
し
て
考
察
す
る
。

　
こ
の
部
分
に
お
げ
る
直
接
の
ね
ら
い
は
、
　
「
生
産
的
資
本
の
増
大
と
労
賃
の
騰
貴
と
は
、
は
な
れ
が
た
く
結
び
っ
い
て
い
る
」
と

い
う
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済
学
者
の
主
張
を
論
破
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
は
「
生
産
的
資
本
の
増

大
の
、
労
働
者
階
級
に
及
ぽ
す
影
響
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
賃
金
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
。

　
「
生
産
的
資
本
が
増
大
す
る
と
、
賃
金
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
か
？
　
生
産
的
資
本
が
全
体
と
し
て
増
大
す
れ
ば
、
労
働
の
蓄
積

が
一
層
多
面
化
す
る
。
っ
ま
り
、
諸
資
本
の
数
と
観
模
が
増
大
す
る
。
資
本
の
数
が
ふ
え
れ
ば
、
資
本
家
問
の
競
争
が
ふ
え
る
。
資

本
の
観
模
が
大
き
く
た
れ
ぼ
、
一
層
巨
大
な
武
器
を
も
っ
一
層
強
力
な
労
働
者
軍
を
産
業
の
戦
場
に
ひ
き
い
て
い
く
手
段
が
得
ら
れ

る
。
あ
る
資
本
家
が
他
の
資
本
家
を
戦
場
か
ら
駆
逐
し
、
そ
の
資
本
を
奪
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
よ
り
安
く
売
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
で
あ
る
。
よ
り
安
く
売
っ
て
、
し
か
も
破
産
し
な
い
で
す
む
た
め
に
は
、
彼
は
よ
り
安
く
生
産
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
労
働
の
生
産
力
を
で
き
る
だ
け
高
め
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
労
働
の
生
産
カ
が
高
め
ら
れ
る
の
は
、
な
に
よ

り
も
か
築
小
蜂
倉
と
、
齢
勝
の
一
層
全
面
的
な
採
用
及
び
不
断
の
改
良
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
資
本
家
の
問
に
、
分
業
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

機
械
を
増
大
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
で
き
る
だ
げ
大
規
模
に
利
用
し
ょ
う
と
す
る
全
面
的
な
競
争
が
お
こ
る
。
」
っ
ま
り
、
資
本
の
増
大

（
蓄
積
と
集
中
）
に
っ
れ
て
、
分
業
や
新
し
い
機
械
の
使
用
や
古
い
機
械
の
改
良
が
、
た
え
ず
、
益
々
大
規
模
に
行
な
わ
れ
る
の
で
あ

る
。　

次
に
、
生
産
的
資
本
の
増
大
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
れ
ら
の
事
晴
の
、
賃
金
の
決
定
に
及
ぽ
す
影
響
に
っ
い
て
く
わ
し

く
検
討
す
る
。



　
先
ず
「
分
業
」
に
つ
い
て
、
分
業
が
進
む
の
に
比
例
し
て
労
働
が
単
純
化
さ
れ
、
特
別
の
熟
練
は
無
価
値
な
も
の
に
な
る
。
そ
し

て
、
労
働
が
あ
き
た
ら
な
い
不
快
な
も
の
に
１
な
る
の
に
比
例
し
て
競
争
が
増
し
、
賃
金
が
減
る
。
そ
の
結
果
、
彼
が
働
け
ば
働
く
ほ

ど
彼
の
受
取
る
賃
金
は
そ
れ
だ
け
少
な
く
な
り
、
結
局
、
彼
は
自
分
自
身
と
、
っ
ま
り
労
働
者
階
級
の
一
員
と
し
て
の
自
分
自
身
と

競
争
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
「
機
械
」
に
っ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
資
本
家
側
に
１
お
い
て
も
、
資
本
家
相
互
の
産
業
戦
争
が

開
始
さ
れ
る
。
　
「
こ
の
戦
争
の
独
特
な
点
は
、
そ
の
戦
闘
の
勝
利
が
、
労
働
者
軍
を
徴
募
す
る
こ
と
よ
り
、
む
し
ろ
除
隊
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
将
軍
で
あ
る
資
本
家
は
、
だ
れ
が
も
っ
と
も
多
く
産
業
兵
を
除
隊
さ
せ
ら
れ
る
か
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

互
に
き
そ
い
あ
う
の
で
あ
る
。
」
こ
こ
に
お
い
て
、
『
資
本
論
』
七
篇
二
十
三
章
で
言
う
産
業
予
備
軍
、
す
な
わ
ち
相
対
的
過
剰
人
口

の
問
題
が
、
こ
う
い
う
移
で
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
窮
乏
の
問
題
と
切
り
離
せ
な
い
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
以

上
の
結
論
と
し
て
、
　
「
生
産
的
資
本
が
増
大
す
れ
ぼ
す
る
ほ
ど
、
分
業
と
機
械
の
使
用
が
益
々
拡
大
す
る
。
分
業
と
機
械
の
使
用
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

益
々
拡
大
す
れ
ぼ
す
る
ほ
ど
、
労
働
者
同
志
の
競
争
が
そ
れ
だ
げ
拡
大
し
、
彼
ら
の
賃
金
は
益
々
縮
小
す
る
」
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。
つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
生
産
的
資
本
の
増
大
の
労
働
者
階
級
に
及
ぼ
す
影
響
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
、
生
産
的
資
本
と
節

金
と
の
関
連
の
問
題
と
し
て
考
察
し
、
そ
れ
を
解
く
た
め
に
分
業
と
機
械
を
媒
介
項
と
し
て
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
以
上
の
分
析
と
そ
れ
以
前
の
蓄
積
論
の
展
開
と
の
両
者
の
し
め
く
く
り
と
し
て
、
　
「
資
本
が
急
速
に
増
大
す
れ
ば
、
労

働
者
同
志
の
競
争
は
そ
れ
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
急
速
に
増
大
す
る
。
す
な
わ
ち
雇
用
手
段
で
あ
る
労
働
者
階
級
の
た
め

の
生
活
資
料
は
、
相
対
的
に
益
々
減
少
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
資
本
の
急
速
な
増
大
は
、
賃
労
働
に
と
っ
て
最
も
有

　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

利
な
条
件
で
あ
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
げ
る
蓄
積
論
の
展
開
を
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
終

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
末
尾
に
マ
ル
ク
ス
自
身
に
よ
っ
て
「
つ
づ
く
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
議

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
九
五
（
七
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
七
三
〇
）

論
の
展
開
は
、
つ
づ
く
遺
稿
『
賃
金
』
に
お
い
て
、
具
体
的
に
展
開
さ
れ
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。

　
先
ず
、
　
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
い
て
、
　
「
生
産
的
資
本
」
と
賃
金
と
の
関
連
の
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
た
も
の
が
「
生
産
的
資

本
」
を
観
定
す
る
「
生
産
力
」
と
い
う
範
晴
で
も
っ
て
そ
れ
の
賃
金
に
及
ぽ
す
影
響
の
考
察
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
い
わ
く
「
生
産
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

の
増
大
は
、
賃
金
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぽ
す
か
？
」

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
は
先
ず
「
生
産
力
」
の
増
大
の
及
ぼ
す
結
果
を
次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
。
す
な
わ

ち
、
「
労
働
老
の
状
態
は
資
本
家
の
状
態
に
く
ら
べ
て
相
対
的
に
悪
化
す
る
」
。
　
「
労
働
者
の
生
産
力
化
、
熟
練
労
働
の
単
純
労
働
へ

の
転
化
」
　
「
賃
金
の
世
界
市
場
へ
の
依
荏
、
生
産
的
資
本
の
う
ち
機
械
や
原
料
に
あ
て
ら
れ
る
部
分
の
生
活
資
料
の
供
給
に
あ
て
ら

れ
る
都
分
に
く
ら
べ
て
の
急
速
な
増
大
」
そ
の
結
果
、
賃
金
は
「
生
産
的
資
本
の
量
一
般
」
と
「
生
産
的
資
本
の
各
構
成
部
分
の
割

合
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
マ
ル
ク
ス
は
、
生
産
的
資
本
の
三
構
成
部
分
を
次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
（
す
な
わ
ち
第
一
に
加
工
さ
れ
る
原
料
、
第
二
に
機
械
と
石
炭
な
ど
の
よ
う
に
機
械
の
運
転
に
必
要
た
材
料
と
、
建
物
そ
の
他
、
第
三
に

資
本
の
う
ち
労
働
者
の
生
計
に
あ
て
ら
れ
る
部
分
）
生
産
力
の
増
加
し
た
場
合
の
、
こ
れ
ら
三
構
成
都
分
内
部
の
相
互
関
係
の
変
化
か
ら
、

第
一
と
第
二
の
部
分
に
く
ら
べ
て
の
第
三
の
部
分
の
不
均
衡
な
減
少
、
い
い
か
え
れ
ば
、
生
産
的
資
本
の
う
ち
、
機
械
と
原
料
に
転

化
さ
れ
る
部
分
、
っ
ま
り
本
来
の
資
本
が
、
賃
金
に
１
あ
て
ら
れ
る
部
分
に
く
ら
べ
て
不
均
衡
に
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

「
資
本
と
労
働
の
関
係
の
本
性
か
ら
必
然
的
に
生
じ
る
一
般
法
則
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
生

産
力
の
増
大
は
、
同
時
に
労
働
者
と
そ
の
雇
用
手
段
と
の
不
均
衡
を
増
大
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
大
工
業
の
本
性
及
び
労
働
と
資
本
と

の
関
係
か
ら
必
然
的
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
以
上
全
体
の
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。
　
「
も
っ
と
も
有
利
た
場
合
で
も
、
も
っ
と
も
不
利
な
場
合
で
も
、



ど
ち
ら
の
場
合
に
も
、
労
働
者
の
供
給
は
、
労
働
に
対
す
る
需
要
に
く
ら
べ
て
っ
ね
に
ー
大
き
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
、
労

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

働
と
資
本
と
の
関
係
か
ら
し
て
、
ま
た
資
本
そ
の
も
の
の
本
性
か
ら
し
て
生
じ
る
」
。
こ
こ
に
お
い
て
『
手
稿
』
に
お
け
る
「
複
合

的
窮
乏
」
の
理
論
は
、
ま
た
そ
れ
の
発
展
と
し
て
の
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
げ
る
蓄
積
論
の
展
開
は
、
し
め
く
く
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
我
々
が
こ
こ
で
以
上
の
蓄
積
論
に
っ
い
て
の
議
論
が
一
応
完
結
し
た
と
み
る
ゆ
え
ん
に
っ
い
て
と
い
て
み
る
な
ら
ば
、
　
『
賃
労

働
と
資
本
』
に
お
い
て
、
　
「
生
産
的
資
本
の
増
大
の
労
働
者
階
級
に
及
ぽ
す
影
響
」
に
っ
い
て
の
間
題
は
、
生
産
的
資
本
と
賃
金
と

の
関
連
の
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
、
そ
れ
は
、
分
業
と
機
械
要
因
を
媒
介
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
解
明
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

論
は
、
た
ん
に
賃
金
は
縮
小
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
に
ー
留
ま
り
、
そ
れ
の
原
因
に
っ
い
て
の
究
明
は
、
行
わ
れ
た
か
っ
た
と

言
え
る
。
し
か
る
に
「
賃
金
』
に
お
い
て
は
、
以
上
の
事
態
は
「
生
産
力
」
と
い
う
範
曉
の
も
と
で
、
生
産
的
資
本
の
三
構
成
部
分

に
お
げ
る
変
化
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
態
は
、
資
本
と
労
働
と
の
関
係
か
ら
、
資
本
そ
の
も
の
の
本
由
か
ら

生
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

　
『
経
済
学
．
哲
学
手
稿
』
は
、
一
八
四
四
年
四
月
か
ら
八
月
に
か
げ
て
執
筆
さ
れ
た
遺
稿
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
レ
ー
ニ
ソ
も
死
去
し
た

一
九
三
二
年
に
至
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
躍
、
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
三

っ
の
著
作
『
へ
－
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
』
『
手
稿
』
お
よ
び
『
ド
ィ
ツ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』
を
未
見
で
あ
り
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
量
的
な
発
展
の
典
型
と
し
て
、
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
グ
の
『
初
期
マ
ル
ク
ス
経
済
学
説
の
形
成
』
（
大
月
書
店
、
一
九
五
七
年
発
行
）
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
に
ょ
れ
ぱ
、
一
八
四
〇
年
代
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
著
作
は
、
唯
物
史
観
を
導
き
の
糸
と
し
た
経
済
学
批
判

の
体
系
化
に
至
る
ま
で
の
個
々
の
道
程
と
し
て
、
単
な
る
積
み
重
ね
な
い
し
量
的
な
発
展
の
み
が
論
じ
ら
れ
、
従
っ
て
四
〇
年
代
と
五
〇

年
代
、
六
〇
年
代
と
い
う
各
時
期
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
な
い
し
質
的
な
差
異
は
不
明
確
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
勿
論
、
『
資
本
論
』
生
誕
百
年
記
念
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
『
資
本
論
』
の
成
立
」
（
経
済
学
史
学
会
編
、
岩
波
書
店
一
九
六
七
年
発
行
）

に
お
い
て
は
、
『
資
本
論
』
移
成
の
諸
問
題
と
し
て
、
一
八
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
と
段
階
に
応
じ
た
マ
ル
ク
ス
研
究
の
す
、

一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
九
七
（
七
三
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
七
三
二
）

　
　
ぐ
れ
た
分
析
は
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
た
が
ら
、
以
上
の
分
析
は
各
段
階
に
お
け
る
主
要
な
著
作
中
心
の
研
究
で
あ
っ
て
、
特
に
四
〇

　
　
年
代
後
半
と
い
う
特
定
の
時
期
を
と
っ
た
分
析
で
は
な
い
。

一
４
一
オ
イ
ゼ
ル
マ
ソ
の
近
著
一
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
・
哲
学
手
稿
一
一
服
部
文
男
、
大
谷
孝
雄
訳
、
青
木
書
店
一
九
七
六
年
発
行
一
は
、
一
手

　
　
稿
』
の
全
面
的
な
研
究
で
は
た
く
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
限
定
し
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
、
国
民

　
　
経
済
学
批
判
部
分
の
分
析
は
う
す
く
た
っ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
疎
外
論
の
経
済
学
的
内
容
と
意
義
が
必
ら
ず
し
翁
確
と
は
、
一
一
一
目
え

　
　
た
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
疎
外
論
の
経
済
学
的
意
義
に
つ
い
て
」
（
東
北
大
学
研
究
年
報
『
経
済
学
』
第
二
六
巻
第
三
号
所
収
）

　
　
参
照
の
こ
と
。

一
５
一
ぎ
亘
身
姜
薫
箏
・
幕
邑
婁
警
～
二
・
・
亭
ま
き
易
耳
ま
、
姜
肇
・
婁
、
ニ
ニ
宣
目
。
”
目
。
四
一
．

　
　
Ｈ
く
◎
－
暑
．
塞
～
。
。
ｏ
・
『
諸
国
民
の
富
』
（
岩
波
文
庫
、
大
内
・
松
川
訳
）
Ｈ
、
主
と
し
て
第
一
編
第
八
章
二
一
九
頁
か
ら
二
六
五
頁
ま
で
。

　
　
ス
ミ
ス
の
蓄
積
論
に
つ
い
て
は
、
富
塚
良
三
著
『
蓄
積
論
研
究
』
（
未
来
杜
、
一
九
六
五
年
）
が
大
変
参
考
に
た
っ
た
。

一
６
一
穴
弩
；
實
＼
ヨ
葦
・
プ
貴
夢
麦
９
奮
－
胃
一
菱
ぎ
Ｏ
馨
旨
菩
。
，
・
・
、
げ
。
二
・
葦
言
レ
・
。
・
違
．
邦
訳
、
一
マ
ル
ク
ス
．

　
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
選
集
』
、
補
巻
４
、
（
大
月
書
店
刊
）
二
三
九
頁
、
本
稿
の
訳
文
は
こ
の
選
集
に
よ
る
。

一
７
一
竃
睾
二
．
き
ニ
ニ
ら
．
葦
邦
訳
二
四
三
頁
、
本
文
中
、
「
複
合
的
窮
乏
一
と
い
う
訳
語
は
、
一
エ
ク
ス
．
一
ソ
ゲ
ル
ス
選

　
　
集
』
、
補
巻
４
に
よ
る
。
そ
の
他
の
訳
書
で
は
、
「
複
雑
な
み
じ
め
さ
」
（
国
民
文
庫
、
藤
野
渉
訳
三
六
頁
）
「
複
雑
に
か
ら
み
あ
つ
た
か
た

　
　
ち
」
（
青
木
文
庫
・
三
浦
和
男
訳
）
「
錯
綜
し
た
窮
乏
」
（
岩
波
文
庫
、
城
塚
・
田
中
訳
二
四
頁
）
真
下
信
一
訳
で
は
「
み
じ
め
さ
は
複
雑
」

　
　
（
大
月
書
店
・
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
四
〇
巻
三
九
四
頁
）
と
た
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
富
」
と
の
対
応
関
係
に
お
い
て

　
　
「
窮
乏
」
な
い
し
「
貧
困
」
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
関
係
上
、
選
集
訳
に
従
っ
て
い
る
。

一
８
一
穴
胃
；
婁
■
室
葦
・
・
向
星
一
秦
頁
一
以
下
竃
オ
と
略
記
一
買
二
・
葦
一
マ
ル
ク
ス
．
ラ
ゲ
ル
ス
全
集
一
第
六
巻

　
　
四
一
二
頁
（
大
月
書
店
）
　
こ
こ
に
み
ら
れ
る
有
利
た
条
件
に
っ
い
て
の
考
察
は
、
『
資
本
論
』
の
、
第
七
篇
第
二
士
二
章
第
一
節
（
生
産

　
　
力
一
定
・
従
っ
て
資
本
構
成
不
変
な
場
合
の
資
本
蓄
積
論
）
の
た
か
に
、
か
な
り
取
り
入
れ
ら
れ
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　
　
す
な
わ
ち
・
そ
こ
纂
い
て
は
、
「
資
本
の
蓄
積
の
結
果
た
る
労
働
の
価
格
騰
貴
は
、
事
実
上
で
は
賃
労
働
者
の
自
か
ら
鍛
え
た
金
の
鎖
の

　
　
大
き
さ
と
重
さ
と
が
・
そ
の
張
り
の
緩
み
を
許
す
と
い
う
こ
差
意
味
す
乏
す
差
い
一
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
竃
オ
．

　
　
墨
．
鼻
ｃ
ｏ
．
震
ｏ
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
三
巻
第
二
分
冊
八
〇
七
頁
）



（
９
）

（
１
０
）

（
ｎ
）

（
１
２
）

〈
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

く
向
考
一

竃
向
オ
一

竃
向
オ
一

竃
向
事
一

竃
向
奉
一

竃
向
考
一

冒
向
オ
一

竃
向
オ
一

ｂ
Ｕ
Ｆ
９

吋
Ｆ
９

吋
Ｆ
９

吋
ｐ
９

団
ｐ
９

仁
Ｕ
ｐ
９

団
ｐ
９

団
ｐ
９

ｃ
ｏ
ｏ
つ
．
偉
ｏ
～
芦
べ
．
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
六
巻
四
二
一
～
三
頁
。

ｃ
。
・
亀
Ｈ
・
上
掲
書
、
四
ニ
ハ
頁
。

○
っ
．
亀
ド
上
掲
書
、
四
一
八
頁
。

ｃ
っ
．
亀
・
。
・
上
掲
書
、
四
一
九
頁
。

０
っ
・
亀
・
。
。
上
掲
書
、
四
一
九
頁
。

Ｃ
０
・
震
Ｏ
・
上
掲
書
、
五
二
四
頁
。

○
っ
・
雷
Ｈ
．
上
掲
書
、
五
三
五
頁
。

○
っ
・
割
Ｎ
・
上
掲
書
、
五
三
六
頁
。

第
二
章
　
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
商
品
Ｈ
価
値
論
の
展
開

　
　
第
一
節
　
間
題
提
起

　
以
上
に
１
お
い
て
我
々
は
、
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
マ
ル

ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
出
発
点
で
あ
る
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
』
と
、
到
達
点
で
あ
る
『
賃
労
働
と
資
本
』
と
の
両
著
作
の
内
容
の

共
通
性
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
基
調
を
な
す
も
の
は
、
蓄
積
論
の
展
開
に
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
点
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
基
調
が
蓄
積
論
に
あ
る
と
一
言
う
こ

と
は
、
序
論
に
お
い
て
の
べ
た
限
り
で
は
、
言
わ
ば
「
仮
説
」
の
域
を
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
こ
れ
を
、
一
つ
の
間
題
提
起

に
従
っ
て
論
証
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
は
、
蓄
積
論
の
展
開
の
み
に
終
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
時
点

の
特
徴
は
、
む
し
ろ
蓄
積
論
の
展
開
と
共
に
、
そ
れ
と
平
行
し
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
く
る
商
品
１
１
価
値
論
の
展
開
に
こ
そ
あ
る
の

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
九
九
（
七
三
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

一
〇
〇
（
七
三
四
）

，
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
提
起
さ
れ
て
く
る
重
大
な
る
問
題
点
と
は
何
か
？
そ
れ
は
、
「
蓄
積
論
を
基
調
と
し
た
な
か
に
徐
々
に
形
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
く
る
商
品
１
１
価
値
論
を
、
こ
の
基
調
の
う
え
に
如
何
に
位
置
づ
げ
る
べ
き
か
」
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
時
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
資
本
制
的
生
産
関
係
の
把
握
は
、
ど
の
程
度
深
ま
っ
た
か
を
解
明
す
る
め
ど
と
も
な
る
問
題
で
あ
る
。
以
下

に
お
い
て
我
々
は
、
以
上
の
問
題
提
起
に
従
っ
て
、
　
『
手
稿
』
か
ら
『
賃
労
働
と
資
本
』
迄
の
問
に
結
晶
し
た
個
々
の
著
作
に
お
げ

る
商
品
１
－
価
値
論
の
展
開
に
そ
の
分
析
の
焦
点
を
し
ば
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
『
聖
家
族
』
に
お
げ
る
商
品
Ｈ
価
値
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
分
析
の
第
一
段
階
と
し
て
、
　
『
聖
家
族
』
に
お
け
る
商
品
１
１
価
値
論
の
展
開
に
ー
っ
１
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
『
聖
家
族
』
傍
注
部
分
を
通
じ
て
、
全
体
の
内
容
の
核
心
を
な
す
部
分
は
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
「
平
等
な
占
有
」
と
い
う
観
念
を
批

判
す
る
さ
い
に
み
ら
れ
る
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
資
本
制
的
生
産
関
係
の
把
握
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
手
稿
』
に
お
い
て
は
、
　
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
体
系
の
核
心
を
な
す
部
分
は
、
疎
外
の
四
っ
の
規
定
の
う
ち
第
三
の
疎
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

該
当
す
る
「
類
的
存
在
」
の
疎
外
を
中
心
と
し
た
資
本
制
的
生
産
関
係
の
把
握
に
あ
っ
た
が
、
同
様
の
見
地
は
、
　
『
聖
家
族
』
に
お

い
て
も
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
「
平
等
た
占
有
」
と
い
う
観
念
を
批
判
す
る
さ
い
に
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
「
人
問
に
と
っ
て
の
存
在
と
し
て
の
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
対
象
的
存
在
と
し
て
の
対
象
は
、
同
時
に
他
の
人
問
に
対

し
て
人
間
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
他
の
人
間
に
対
す
る
人
問
の
人
問
的
関
係
で
あ
り
、
人
間
の
人
問
に
対
す
る
杜
会
的
関
係
で
あ

（
３
）

る
」
と
い
う
表
現
は
、
生
産
に
お
げ
る
人
問
と
人
間
と
の
生
産
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ



し
て
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
「
平
等
な
占
有
」
と
い
う
観
念
は
、
以
上
の
こ
と
の
国
民
経
済
学
的
な
、
従
っ
て
な
お
ま
だ
疎
外
さ
れ
た
表

現
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ル
ー
ド
ソ
は
「
罠
経
済
学
的
疎
外
の
内
部
で
、
国
民
経
済
学
的
疎
外
を
揚
琴
る
の
で
あ
箆

と
論
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
見
地
は
、
一
年
後
に
書
か
れ
た
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
、
唯
物
史
観
の
定
式
の
面
か
ら
、
よ
り
明
確
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

具
体
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
さ
ら
に
ま
た
「
私
的
所
有
」
に
つ
い
て
も
、
　
『
手
稿
』
に
お
い
て
は
、
た
ん
に
「
私
的
所
有
の
関
係
は
、
労
働
・
資
本
お
よ
び
両

　
　
　
　
　
　
（
６
）

者
の
関
連
で
あ
る
」
と
い
う
に
留
ま
っ
た
も
の
が
、
『
聖
家
族
』
に
お
い
て
は
、
「
私
的
所
有
」
の
二
っ
の
姿
態
と
し
て
「
富
と
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
対
立
の
肯
定
的
側
面
と
否
定
的
側
面
と
し
て
把
握
さ
れ
、
　
「
有
産
階
級
と
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
階
級
は
、
同
一
の
人
問
的
白
己
疎
外
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
「
対
立
の
内
部
で
は
前
者
は
伽
宇
派
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ァ
は
露
零
あ
る
。
前
者
か
ら
対
立
を
維
持
す
る
行
動
が
生
じ
、
後
者
か
ら
こ
れ
を
絶
減
す
る
行
動
が
生
じ
て
く
迎
と
し

て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
歴
史
的
な
役
割
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
、
、
ト
は
、
私
的
所
有
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
を
生
み
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
に
く
だ
し
た
判
決
を
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

す
る
。
そ
れ
は
賃
労
働
が
他
人
の
富
と
自
分
自
身
の
窮
乏
を
生
み
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
に
く
だ
し
た
判
決
を
プ
ロ
レ
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

ア
ー
ト
が
執
行
す
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
」
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
は
、
自
分
自
身
と
そ
の
相
手
側
と
を
揚
棄
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
勝
利
す
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
勝
利
と
と
も
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
も
、
ま
た
こ
れ
を
制
約
す
る
対
立
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

し
て
の
私
的
所
有
も
消
減
す
る
」
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
商
品
１
１
価
値
論
の
展
開
を
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
っ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
一
〇
一
（
七
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
七
三
六
）

　
こ
こ
に
お
け
る
商
品
１
１
価
値
論
の
展
開
は
、
主
題
を
た
す
プ
ル
ー
ド
ソ
批
判
と
、
国
民
経
済
学
と
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
る
。

　
第
一
に
，
、
ブ
ル
ー
ド
ソ
は
、
従
来
の
国
民
経
済
学
の
全
て
の
議
論
の
前
提
で
あ
り
、
基
礎
で
あ
る
「
私
的
所
有
」
に
・
最
初
の
科
学

的
な
検
討
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
最
初
の
批
判
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
如
く
、
プ
ル
ー
ド
ソ

の
著
作
『
所
有
と
は
何
か
』
も
、
国
民
経
済
学
の
立
場
か
ら
す
る
国
民
経
済
学
の
批
判
で
あ
り
、
結
局
は
国
民
経
済
学
の
前
提
か
ら

脱
却
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
「
私
的
所
有
」
に
対
置
さ
せ
た
「
平
等
た
占
有
」
と
い
う
観
念
も
、
国
民
経
済

学
的
な
・
従
っ
て
な
お
ま
だ
疎
外
さ
れ
た
表
現
な
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
プ
ル
ー
ド
ソ
は
「
国
民
経
済
学
的
な
疎
外
の
内
部
で
国
民

経
済
学
的
疎
外
を
揚
棄
す
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
プ
ル
ー
ド
ソ
も
ス
ミ
ス
も
、
共
に
「
疎
外
」
を
み
な
か
っ
た
と
い
う

点
に
，
お
い
て
「
ス
ミ
ス
ィ
コ
ー
ル
プ
ル
ー
ド
ソ
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。

　
し
か
ら
ば
、
何
故
「
ス
ミ
ス
イ
コ
ー
ル
プ
ル
ー
ド
ソ
」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
論
証
し
て
み
よ
う
。

　
生
産
費
の
構
成
要
素
に
お
い
て
、
国
民
経
済
学
で
は
地
代
、
利
子
と
利
得
と
い
う
物
質
的
な
側
面
が
決
定
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

プ
ル
ー
ド
ソ
は
労
働
時
問
が
、
つ
ま
り
人
問
的
な
側
面
が
決
定
的
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
し
か
し
た
が
ら
こ
の
人
問
的
な
側
面
は
、

や
は
り
国
民
経
済
学
的
な
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
「
国
民
経
済
学
的
立
場
に
お
げ
る
国
民
経
済
学
の
批
判
」

で
あ
る
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、
　
「
人
間
的
活
動
の
一
切
の
本
質
的
揚
定
」
つ
ま
り
私
的
所
有
の
主
体
的
側
面
で
あ
る
「
労
働
」
を
認
め
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
労
働
」
も
、
国
民
経
済
学
的
た
「
疎
外
さ
れ
、
外
在
化
さ
れ
た
彬
式
」
に
お
い
て
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
る
。

　
そ
れ
故
・
プ
ル
ー
ド
ソ
は
例
え
ぱ
、
　
「
時
問
が
ん
跡
弥
惨
跡
に
対
し
て
も
っ
意
義
」
を
、
す
た
わ
ち
、
時
間
の
「
本
質
的
な
意
味



の
労
働
、
つ
ま
り
、
疎
外
の
揚
棄
さ
れ
た
意
味
の
労
働
」
に
対
す
る
意
義
を
、
　
「
労
働
賃
金
、
賃
労
働
に
対
し
て
も
つ
意
義
」
に
、

す
な
わ
ち
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
の
支
配
す
る
資
本
制
杜
会
に
お
げ
る
労
働
賃
金
、
賃
労
働
に
対
し
て
も
つ
意
義
」
に
す
り
か
え
て
い

る
。　

以
上
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
う
で
あ
る
。
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
共
通
の
「
疎
外
の
揚
棄
さ
れ
た
本
質
的
な
意

味
に
お
げ
る
労
働
」
と
、
資
本
制
杜
会
に
お
げ
る
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
の
両
者
の
区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
こ
と
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
杢
言
え
る
。
ス
ミ
ス
は
そ
の
著
書
『
国
富
論
』
の
な
か
で
、
　
「
私
的
所
有
の
非
存
在
の
も

と
で
」
す
な
わ
ち
「
疎
外
の
揚
棄
さ
れ
た
、
本
質
的
な
意
味
に
お
げ
る
労
働
」
の
支
配
す
る
杜
会
の
な
か
で
の
．
「
労
働
時
問
」
を
、

「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
の
支
配
す
る
資
本
制
杜
会
に
お
け
る
「
労
働
賃
金
と
労
働
生
産
物
の
価
値
と
の
尺
度
」
で
あ
っ
た
と
、
論
じ

　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
、
両
者
と
も
、
　
「
疎
外
の
揚
棄
さ
れ
た
意
味
に
お
げ
る
本
質
的
な
労
働
」
と
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
の
区
別
が
つ
か
な
か

っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
言
い
換
え
れ
ぼ
、
共
に
「
疎
外
」
を
み
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
同
一
の
基
盤
に
立
つ
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
一

　
そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
以
上
の
「
ス
、
・
・
ス
ィ
コ
ー
ル
プ
ル
ー
ド
ソ
」
を
論
証
す
る
過
程
に
お
い
て
、
必
然
的
に
賃
金
、
価
値

に
っ
い
て
の
規
定
の
問
題
が
ひ
き
づ
り
だ
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
労
働
時
問
を
、
労
働
賃
金
と
生
産
物
の
価
値
決

　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

定
と
の
尺
度
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
せ
ぼ
、
賃
金
は
、
そ
し
て
ま
た
生
産
物
の
価
値
は
、
労
働
時
問
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
、
つ
ま
り
労
働
時
問
が
価
値
の
尺
度
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
　
「
国
民
経
済
学
」
に
つ
い
て
も
、
私
的
所
有
の
諸
関
係
を
、
人
問
的
合
理
的
な
関
係
と
し
て
受
げ
入
れ
る
国
民
経
済
学

　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
っ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
一
〇
三
（
七
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
七
三
八
）

は
、
そ
の
基
本
前
提
た
る
私
的
所
有
に
対
し
、
絶
え
問
の
な
い
矛
盾
の
う
ち
に
運
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
矛
盾
の
一
例
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
重
要
た
指
摘
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
「
賃
金
は
、
は
じ
め
の
う
ぢ
は
、
生
産
物
の
う
ち
の
労
働
に
相
応
す
る
比
例
的
わ
け
ま
え
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
賃
金
と
資
本
利

得
は
、
も
っ
と
も
親
密
な
互
に
助
げ
合
う
、
見
た
と
こ
ろ
も
っ
と
も
人
問
的
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
。
あ
と
に
た
っ
て
、
こ
れ
ら
の

も
の
が
互
に
も
っ
と
も
敵
対
的
な
関
係
に
あ
り
、
反
比
例
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
価
値
は
、
は
じ
め
は
そ
の
物
の
生
産
費
と
杜
会
的
効
用
に
よ
っ
て
、
み
た
と
こ
ろ
合
理
的
に
定
め
ら
れ
る
。
あ
と
に
な
っ
て
、
価

値
は
純
禺
然
的
な
規
定
で
あ
っ
て
、
生
産
費
に
対
し
て
も
、
杜
会
的
効
用
に
対
し
て
も
、
い
つ
こ
う
比
例
し
な
く
て
も
よ
い
も
の
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
賃
金
の
大
き
さ
は
、
は
じ
め
は
、
自
由
な
労
働
者
と
自
由
な
資
本
家
の
自
由
な
合
意
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

る
◎
あ
と
に
、
た
っ
て
労
働
者
は
決
め
ら
れ
る
が
ま
ま
に
な
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
資
本
家
も
こ
れ
を
で
き
る
限
り
低
く
決
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

よ
う
に
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
契
約
当
事
者
の
自
由
の
か
わ
り
に
強
制
が
や
っ
て
く
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
の
こ
と
を
、
三
っ
の
文
章
に
わ
け
て
考
え
て
み
よ
う
。
先
ず
、
マ
ル
ク
ス
は
、
い
、
賃
金
と
資
本
利
得
は
、
は
じ
め
は
、
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

に
も
っ
と
も
親
密
た
人
問
的
な
関
係
に
あ
る
が
、
か
ど
ｐ
か
小
心
、
両
者
は
敵
対
的
な
関
係
に
あ
り
、
反
比
例
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
・
の
・
価
値
も
、
阯
ひ
か
ゆ
合
理
的
な
規
定
で
あ
る
が
、
か
ど
に
か
ひ
心
、
純
偶
然
的
な
観
定
と
な
り
、
ゆ
、
賃
金
の
大
い
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

も
、
ゆ
ひ
か
い
、
労
働
者
と
資
本
家
と
の
自
由
な
合
意
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
が
、
あ
と
に
な
っ
て
、
強
制
が
や
っ
て
く
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

そ
う
す
る
と
、
以
上
ｃ
Ｄ
の
ゆ
の
文
章
は
、
同
一
の
表
現
様
式
を
と
り
、
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
前
半
か
ら
後
半
へ
の
転
化
、
一
口
で
言
え
ば
、
合
理
的
た
も
の
か
ら
非
合
理
的
な
も
の
へ
の
転
化
の
問
題
は
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ

に
第
三
の
「
賃
金
の
大
い
さ
」
の
規
定
に
お
げ
る
「
自
由
か
ら
強
制
へ
の
転
化
」
の
間
題
は
、
　
『
資
本
論
』
一
巻
二
篇
四
章
、
交
換



過
程
に
お
け
る
「
自
由
、
平
等
、
所
有
、
ベ
ソ
タ
ム
」
か
ら
、
七
篇
、
蓄
積
論
に
お
げ
る
「
実
質
的
隷
属
」
へ
の
転
化
の
問
題
に
仮

、
に
置
き
換
え
て
み
る
な
ら
ぼ
、
前
半
に
お
け
る
自
由
は
、
資
本
制
杜
会
に
お
け
る
表
面
的
な
現
象
形
態
で
あ
り
、
後
半
に
お
け
る

　
「
強
制
」
は
、
そ
の
本
質
的
実
質
的
な
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
部
分
に
お
い
て
両
者
は
、
　
『
資
本
論
」
に
お
け
る
様
に
、
二
篇
四
章
と
七
篇
蓄
積
論
と
の
関

　
連
の
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
こ
こ
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
主
眼
は
、
後
半
の
本
質

　
的
な
「
強
制
」
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
り
、
前
半
に
お
げ
る
表
面
的
現
象
形
態
で
あ
る
「
自
由
」
の
関
係
に
っ
い
て
は
、
否
定

　
し
去
っ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
本
質
的
た
関
係
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
表
面
的
現
象
移
態
に
お
げ
る
関
係
を
見
失
っ
て
し
ま

　
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
の
議
論
の
展
開
に
１
お
い
て
、
特
に
「
哲
学
の
貧
困
」
に
お
い
て
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
「
自
由

　
な
意
志
」
関
係
を
否
定
し
去
っ
た
こ
と
や
、
交
換
関
係
即
階
級
関
係
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ
と
、
又
、
こ
の
時
点
に
お
げ
る
賃
金

　
論
の
把
握
が
、
　
「
労
働
１
１
商
品
」
の
挽
定
で
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
た
ど
か
ら
も
裏
づ
げ
ら
れ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
資
本
制
杜
会
に
お
い
て
は
、
　
「
労
働
１
１
商
品
」
の
所
有
者
で
あ
る
労
働
老
と
、
貨
幣
及
び
生
産
手
段
の

　
所
有
者
で
あ
る
資
本
家
と
の
問
の
関
係
は
、
そ
の
表
面
的
現
象
形
態
に
お
い
て
は
、
商
品
と
貨
幣
と
の
交
換
関
係
で
あ
り
、
両
者
は
、

　
自
由
、
平
等
、
対
等
の
関
係
に
た
っ
が
、
そ
の
実
質
的
、
本
質
的
な
関
係
に
お
い
て
は
、
そ
れ
と
は
全
く
正
反
対
の
関
係
に
転
化
す

　
る
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
自
由
、
平
等
、
対
等
の
関
係
は
、
た
ん
に
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
限
り
の
み
せ
か
げ
で
あ

　
っ
て
、
実
質
的
に
は
労
働
者
の
資
本
へ
の
完
全
た
隷
属
、
不
白
由
、
不
平
等
、
支
配
と
隷
属
の
関
係
へ
と
転
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、

　
ブ
ル
ク
ス
が
以
上
の
関
係
を
完
全
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
商
品
１
１
価
値
論
の
意
識
的
た
展
開
が
な
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か

　
　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
っ
い
て
（
津
鵬
）
　
　
　
　
一
〇
五
（
ヒ
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
七
四
〇
）

っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
こ
こ
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
資
本
制
的
関
係
の
把
握
に
お
げ
る
基
軸
と
も
な
る
べ
き
か
か
る
重
要
な
示
唆
が

与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
事
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
い
く
ら
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
も
う
一
っ
の
重
要
な
指
摘
と
し
て
、
　
「
傍
注
第
五
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
生
産
関
係
に
お
げ
る
資
本
家
と
労
働
者
と

の
側
面
に
つ
い
て
の
分
析
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
部
分
に
お
い
て
、
労
働
者
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
　
「
買
う
と
い
う
規
定
の
う
ち
に
、
彼
が
自
分
か
ら
失
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

疎
外
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
彼
の
生
産
物
に
対
し
て
い
る
」
と
い
う
「
買
う
」
げ
れ
ど
も
、
買
い
戻
せ
た
い
と
い
う
賃
金
の
特
徴
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

明
ら
か
に
さ
れ
、
資
本
家
の
側
面
に
っ
い
て
は
、
　
「
資
本
家
が
、
っ
ま
り
一
個
の
人
問
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
し
か
も
利
潤
と

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

利
子
の
支
払
い
を
う
げ
る
人
問
で
あ
る
資
本
家
が
、
な
ぜ
労
働
の
生
産
物
だ
げ
で
は
な
く
、
こ
の
生
産
物
以
上
の
も
の
を
買
い
も
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
、

　
以
上
、
　
『
聖
家
族
』
に
お
げ
る
商
品
１
１
価
値
論
の
展
開
は
、
あ
く
ま
で
も
主
題
に
対
す
る
、
す
な
わ
ち
プ
ル
ー
ド
ソ
と
国
民
経
済

学
と
の
対
比
の
点
か
ら
、
賃
金
や
価
値
に
っ
い
て
の
規
定
が
ひ
き
づ
り
出
さ
れ
て
き
た
と
い
う
程
度
に
留
ま
り
、
そ
れ
も
多
分
に
無

意
識
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
っ
ま
り
『
聖
家
族
』
に
お
い
て
は
、
商
品
１
１
価
値
論
展
開
へ
の
き

っ
か
げ
が
、
糸
口
が
き
ら
れ
た
と
い
う
程
度
で
あ
っ
て
、
そ
れ
の
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
意
識
的
な
展
開
は
、
っ
づ
く
『
哲
学
の
貧
困
』

に
お
い
て
、
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節
　
「
哲
学
の
貧
困
』

に
お
げ
る
商
品
Ｈ
価
値
論



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

　
次
に
－
『
聖
家
族
』
と
『
賃
労
働
と
資
本
』
と
を
っ
な
ぐ
一
段
階
と
し
て
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
け
る
商
品
１
１
価
値
論
の
展
開
を
検

討
し
よ
う
。

　
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
け
る
論
理
の
根
本
を
な
す
体
系
は
、
　
「
階
級
対
立
」
或
は
「
敵
対
関
係
」
と
い
う
体
系
で
あ
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

こ
の
根
本
体
系
を
基
軸
に
し
て
、
商
品
１
１
価
値
論
展
開
の
め
ど
と
な
る
商
品
関
係
に
お
け
る
「
私
的
交
換
」
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
私
的
交
換
」
は
、
商
品
関
係
と
し
て
そ
れ
独
白
に
１
と
か
れ
る
こ
と
た
く
、
　
「
階
級
対
立
」
と
い
う
根
本
体
系
と

の
随
連
に
お
い
て
の
み
、
い
な
、
む
し
ろ
後
者
の
観
点
か
ら
の
み
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
小
こ
と
を
、
第
一
章
の
内
容
に
即
し
て
言
え
ぼ
、
『
貧
困
』
（
以
下
、
略
）
に
お
け
る
新
し
い
要
因
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
リ
カ
ー

ド
労
働
価
値
説
の
評
価
で
あ
り
、
こ
れ
を
か
な
め
と
し
て
、
ブ
ル
ー
ド
ソ
理
論
の
完
全
な
る
粉
砕
が
、
　
「
労
働
時
問
の
価
値
尺
度
と

し
て
の
適
用
」
つ
ま
り
、
　
「
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
」
は
「
現
存
の
階
級
対
立
」
と
、
ま
た
「
階
級
問
の
不
平
等
な
労
働
生
産
物

の
配
分
と
両
立
す
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
題
を
提
起
し
、
そ
れ
を
究
明
す
る
過
程
に
お
い
て
お
こ
た
わ
れ
、
「
両
者
は
両
立
す
る
」

と
い
う
結
論
が
、
階
級
対
立
と
私
的
交
換
と
の
結
び
っ
き
を
と
く
こ
と
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
リ
ヵ
ー

ド
の
労
働
価
値
説
は
、
そ
し
て
そ
れ
を
踏
襲
し
て
展
開
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
自
身
の
賃
金
論
は
、
現
存
杜
会
の
階
級
対
立
、
階
級
問
の

不
平
等
な
労
働
生
産
物
の
配
分
と
両
立
す
る
（
矛
盾
し
な
い
）
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
第
一
に
、
プ
ル
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

ソ
の
賃
金
平
等
論
を
粉
砕
す
る
こ
と
が
で
き
、
第
二
に
、
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
を
マ
ル
ク
ス
自
身
の
労
働
価
値
説
と
し
て
、
階

級
対
立
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
第
一
章
に
お
げ
る
論
理
構
造
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
次

に
、
以
上
の
こ
と
を
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）

一
〇
七
（
七
四
一
）
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さ
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
論
破
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
プ
ル
ー
ド
ソ
の
「
賃
金
平
等
論
」
と
は
、
次
の
よ
う
た
原
理
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
　
　
一
定
量
の
労
働
は
、
こ
の
同
一
量
の
労
働
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
生
産
物
と
等
価
で
あ
る
。
　
（
一
定
量
の
労
働
の
、

　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
◎

そ
の
生
産
物
と
の
等
価
）
　
　
一
労
働
目
は
、
す
べ
て
の
一
労
働
日
と
等
価
で
あ
る
。
　
（
労
働
目
の
等
価
）
い
い
か
え
れ
ば
、
量
が

等
し
げ
れ
ば
、
甲
の
労
働
は
乙
の
労
働
と
等
価
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
質
的
な
差
異
が
存
在
し
な
い
。
労
働
量
が
等
し
げ
れ
ぼ
甲
の
生

産
物
は
乙
の
生
産
物
と
交
換
さ
れ
る
。
（
等
量
の
労
働
の
交
換
）
人
は
す
べ
て
賃
労
働
者
で
あ
る
。
し
か
も
等
し
い
労
働
時
問
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

し
て
等
し
く
支
払
わ
れ
る
賃
労
働
者
で
あ
る
。
完
全
な
平
等
が
交
換
を
支
配
す
る
」
。

　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

　
以
上
の
「
等
価
」
法
則
に
基
づ
い
た
「
平
等
主
義
的
諸
結
論
」
、
い
い
か
え
れ
ば
、
賃
金
平
等
論
を
論
破
す
る
こ
と
が
、
マ
ル
ク

ス
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
に
企
て
た
マ
ル
ク
ス
の
第
一
の
仕
事
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
以
上
の
諸
結
論
は
、
同
時
に
「
リ
ヵ
－
ド

の
公
式
の
平
等
主
義
的
適
用
」
で
も
あ
る
故
に
、
こ
れ
ら
の
諾
結
論
は
果
た
し
て
リ
カ
ー
ド
の
公
式
か
ら
当
然
に
で
て
く
る
結
果
で

あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
　
「
商
品
の
相
対
的
価
値
」
が
、
そ
の
商
品
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ

ば
、
つ
ま
り
、
　
〃
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
”
に
基
づ
げ
ば
、
そ
こ
か
ら
自
然
に
「
労
働
の
相
対
的
価
値
ま
た
は
労
賃
」
も
、
や
は

り
、
労
賃
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
結
論
が
生
ま
れ
て
く
る
。



　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
賃
金
は
、
い
い
か
え
れ
ぼ
「
労
働
の
相
対
的
価
値
ま
た
は
仙
格
」
は
、
労
働
者
の
生
活
維
持
に
１
必
要
な
あ
ら
ゆ

る
も
の
の
生
産
に
要
す
る
労
働
時
問
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
リ
ヵ
－
ド
の
労
働
価
値
説
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
商
品
の
相
対
的
価
値
」
の

決
定
の
法
則
か
ら
、
　
「
労
働
の
相
対
的
価
値
、
す
な
わ
ち
賃
金
」
に
っ
い
て
の
決
定
の
法
則
を
導
き
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
そ
し
て
「
労
働
イ
コ
ー
ル
商
品
」
の
規
定
を
中
心
に
、
　
「
労
働
は
、
そ
れ
自
体
が
商
品
で
あ
る
以
上
、
商
品
た
る
労
働
を
生
産
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

る
た
め
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
計
量
さ
れ
る
」
こ
と
か
ら
、
商
品
た
る
労
働
の
「
生
産
費
」
に
。
つ
い
て
、
　
二
労
働
を
絶
え
る

こ
と
な
く
維
持
す
る
た
め
に
、
い
い
か
え
れ
ぼ
、
労
働
者
が
生
活
で
き
て
そ
の
種
族
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
た

　
　
　
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

め
に
、
必
要
不
可
欠
た
物
を
生
産
す
る
だ
げ
の
労
働
時
間
が
、
ま
さ
に
必
要
で
あ
る
」
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
刎
）

　
こ
う
し
て
「
労
働
の
自
然
価
格
」
は
、
賃
金
の
最
低
限
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
「
賃
金
の
最
低
限
」
は
、
賃
金
の

市
場
価
格
が
そ
こ
に
引
き
つ
げ
ら
れ
る
中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
故
、
労
働
時
間
に
よ
っ
て
計
量
さ
れ
る
相
対
的
価
値
は
、
プ

ル
ー
ド
ソ
が
望
む
よ
う
に
ー
「
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
解
放
の
革
命
的
理
論
」
で
は
な
く
て
、
　
「
宿
命
的
に
ー
近
代
的
な
労
働
者
奴
隷
制
の

公
式
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
「
平
等
主
義
的
諸
結
論
」
は
、
リ
ヵ
ー
ド
の

労
働
価
値
説
に
基
づ
い
て
当
然
に
出
て
く
る
緕
論
で
は
な
い
こ
と
を
、
プ
ル
ー
ド
ソ
と
は
全
く
逆
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
ょ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

て
解
明
す
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
端
的
に
言
え
ぼ
、
労
働
の
自
然
伽
格
は
賃
金
の
最
低
限
で
あ
る
、
と
い
う
規
定
を
中
心
と
し
た
マ

ル
ク
ス
に
よ
る
プ
ル
ー
ド
ソ
理
論
の
第
一
の
論
破
で
あ
る
。

　
こ
の
規
定
を
中
心
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
プ
ル
ー
ド
ソ
の
賃
金
平
等
論
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
先
ず
労
賃
か
ら
彼
の
考
え
を
出
発
さ
せ
る
。

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
。
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
一
〇
九
（
七
四
三
）
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商
品
の
相
対
的
価
直
が
、
そ
の
商
品
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ぼ
、
　
っ
ま
り
、

”
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
”
に
基
づ
げ
ば
、
　
「
労
働
の
相
対
的
価
値
」
又
は
労
賃
も
や
は
り
労
賃
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労

働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
賃
金
は
労
働
者
の
生
活
維
持
に
ー
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
生
産
に
要
す
る
労
働
時
問

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
賃
金
は
労
働
を
絶
え
る
こ
と
な
く
維
持
す
る
た
め
に
、
労
働
者
の
生
存
と
繁
殖
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
を
生
産
す
る

だ
げ
の
労
働
時
問
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
労
働
の
自
然
価
格
」
は
賃
金
の
「
最
低
限
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
導
き
出
す
。
何
故
な

ら
、
生
存
費
と
繁
殖
費
は
人
間
生
活
の
最
低
維
持
費
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
賃
金
の
自
然
価
格
を
中
心
と
し
て
、
賃
金

の
市
場
価
格
が
需
要
供
給
間
の
諾
変
動
に
よ
っ
て
騰
貴
し
た
り
、
自
然
価
格
に
近
付
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
プ
ル
ー
ド
ソ

の
、
現
実
の
需
要
供
給
の
諸
変
動
を
全
く
考
慮
し
な
い
「
等
価
」
法
則
は
、
む
し
ろ
労
働
者
を
労
働
の
自
然
価
格
に
常
に
し
ぱ
り
つ

げ
て
お
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
っ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ぱ
、
　
「
宿
命
的
に
１
近
代
的
な
労
働
老
奴
隷
制
の
公
式
」

な
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
，
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
と
プ
ル
ー
ド
ソ
と
は
同
じ
リ
カ
ー
ド
の
公
式
に
，
立
ち
な
が
ら
、
全
く
逆
の
結
論
を
導
き
出
す
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
何
故
、
両
者
は
同
じ
リ
ヵ
ー
ド
の
公
式
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
全
く
逆
の
結
論
を
導
き
出
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
は
、

後
者
が
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
生
産
の
現
実
的
運
動
を
捨
象
し
て
し
ま
っ
て
い
る
点
に
１
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、

現
実
杜
会
の
経
済
的
諸
変
動
、
こ
こ
で
言
え
ぱ
需
要
と
供
給
の
諸
変
動
関
係
を
み
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
に
と
っ
て
は
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

場
価
格
も
自
然
価
格
も
な
い
。
す
べ
て
を
「
等
価
」
の
法
則
と
し
て
不
動
の
静
止
し
た
状
態
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
マ
ル
ク
ス
は
ひ
き
続
き
プ
ル
ー
ド
ン
の
賃
金
平
等
論
を
粉
砕
す
る
た
め
に
一
つ
の
問
題
提
起
を
す
る
。
そ
れ
は
、
　
「
労
働

時
間
の
価
値
尺
度
と
し
て
の
適
用
」
は
、
っ
ま
り
、
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
は
、
現
存
す
る
「
階
級
対
立
」
と
、
ま
た
「
直
接
労

働
者
と
蓄
積
さ
れ
た
労
働
の
所
有
者
と
の
問
で
の
不
平
等
な
労
働
生
産
物
の
配
分
」
と
両
立
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
プ
ル
ー
ド
ソ
の
理
論
を
一
つ
一
つ
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
言
う

よ
う
な
等
し
い
労
働
量
の
交
換
は
、
生
産
者
た
ち
相
互
ｏ
立
場
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
、
労
資
の
関
係
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
強
調
し
て
、
価
値
の
尺
度
と
し
て
の
労
働
時
問
は
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
言
う
よ
う
に
「
労
働
日
の
等
価
」
を
前
提
す
る
か
ど
う

か
を
検
討
す
る
。

　
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、
　
二
労
働
目
は
す
べ
て
他
の
一
労
働
目
と
等
価
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
は
、
先
ず
異
る

種
類
の
労
働
を
例
に
と
っ
て
論
じ
る
。
織
物
に
対
比
し
た
宝
石
の
価
値
の
あ
ら
ゆ
る
変
動
は
、
必
ず
何
れ
か
一
方
の
生
産
に
用
い
ら

れ
た
労
働
時
間
の
減
少
、
又
は
増
加
を
原
因
と
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
故
異
た
る
種
類
の
労
働
目
の
価
値
が
等
し
く
な
く
て
も
労
働

時
問
に
。
よ
っ
て
価
値
を
計
量
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
日
は
等
価
で
な
く
て
も
、
労
働
時
問
の
価
値
尺
度
と
し

て
の
適
用
は
で
き
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
た
め
に
は
、
異
な
る
種
類
の
労
働
日
の
比
較
基
準
を
も
た
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は

競
争
に
よ
っ
て
う
ち
た
て
ら
れ
る
。
こ
の
競
争
は
一
複
雑
労
働
目
の
中
に
含
ま
れ
た
単
純
労
働
日
の
数
を
決
定
す
る
。
従
っ
て
単
純

労
働
日
そ
の
も
の
が
価
値
の
尺
度
と
な
っ
て
お
り
、
単
純
労
働
が
産
業
の
枢
軸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

還
元
の
間
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
問
が
機
械
に
従
属
し
、
極
端
な
分
業
に
よ
っ
て
、
諸
労
働
が
平
等
化
さ
れ
、
時
問
に
１
よ
っ
て
人
問

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
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経
済
学
研
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特
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て
（
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の
労
働
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
問
そ
の
も
の
が
機
械
化
さ
れ
、
従
っ
て
熟
練
、
不
熟
練
に
ー
拘
わ
ら
ず
、
労
働
が

平
等
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
「
近
代
産
業
の
所
産
」
で
あ
っ
て
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
い
う
「
永
遠
の
正
義
の
産
物
」
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
　
「
平
等
化
」
を
め
ぐ
る
両
者
の
立
場
の
相
異
が
明
瞭
と
た
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

よ
れ
ば
「
近
代
産
業
の
所
産
」
で
あ
る
も
の
が
、
プ
ル
ー
ド
ソ
に
と
っ
て
は
「
永
遠
の
正
義
の
産
物
」
な
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
プ
ル
ー
ド
ソ
が
リ
ヵ
－
ド
の
公
式
か
ら
導
き
出
し
て
く
る
「
平
等
主
義
的
」
諸
結
論
は
、
す
べ
て
一
っ
の
根
本
的
な

誤
謬
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
の
根
本
的
な
誤
謬
と
は
、
彼
が
商
品
の
な
か
に
体
現
さ
れ
て
い
る
労
働
の
分
量
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る

商
品
の
価
値
と
、
　
「
労
働
の
価
値
」
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
商
品
の
価
値
と
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
労
働

の
価
値
」
は
商
品
の
価
直
の
尺
度
と
し
て
役
立
っ
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
そ
れ
に
ー
よ
っ
て
商
品
の
相
対
的
価
値
を
決
定
す
る
こ
と
は

経
済
的
事
実
に
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
「
労
働
イ
コ
ー
ル
商
品
」
で
あ
る
故
に
、
あ
る
商
品
の
価
値
で
も
っ
て
他
の
商

品
の
価
値
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
「
労
働
の
価
値
」
と
は
賃
金
の
こ
と
で
あ
る
。
プ
ル
ー
ド
ソ
は
こ
の
二
っ
の
尺

度
の
混
同
の
た
め
に
生
産
物
の
な
か
に
固
定
さ
れ
て
い
る
一
定
量
の
労
働
は
「
労
働
の
価
値
」
と
等
価
だ
と
言
っ
た
り
、
生
産
費
と

賃
金
を
混
同
し
て
も
平
気
で
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
マ
ル
ク
ス
は
、
ブ
ル
ー
ド
ソ
が
「
階
級
対
立
」
を
み
て
い
た
い
こ
と
を
、
す
な
わ
ち
「
人
は
す
べ
て
賃
労
働
者
で
あ

る
」
と
い
シ
結
論
を
ひ
き
出
す
原
因
に
っ
い
て
考
察
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
プ
ル
ー
ド
ソ
が
商
品
の
相
対
的
価
値
の
尺
度
を
探
求
す

る
の
は
、
労
働
者
達
の
問
に
「
平
等
な
報
酬
」
を
見
出
す
た
め
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
す
る
。
ブ
ル
ー
ド
ソ
は
そ
の
た
め
に
一
定
量
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

労
働
は
そ
れ
が
っ
く
っ
た
生
産
物
の
総
計
と
等
価
で
あ
る
と
み
な
す
。
っ
ま
り
「
一
定
量
の
労
働
イ
コ
ー
ル
総
生
産
物
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
ま
た
ブ
ル
ー
ド
ソ
に
よ
れ
ば
一
定
量
の
労
働
は
「
労
働
の
価
値
」
す
な
わ
ち
賃
金
と
等
価
な
の
で
あ
る
か
ら
、
全



体
と
し
て
こ
う
な
る
。

　
「
一
定
量
の
労
働
イ
コ
ー
ル
総
生
産
物
イ
コ
ー
ル
賃
金
」

　
し
か
し
次
が
ら
、
実
際
に
は
一
定
量
の
労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
生
産
物
の
総
計
は
賃
金
に
あ
て
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

に
言
え
ば
、
生
産
物
の
総
計
（
全
部
）
が
、
「
賃
金
」
に
し
か
あ
て
ら
れ
な
い
と
言
う
こ
と
は
、
結
局
、
杜
会
全
体
が
自
分
自
身
の
生

産
物
を
「
賃
金
」
と
し
て
受
け
取
る
直
接
労
働
者
だ
け
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、
こ
う
し
て

「
人
は
す
べ
て
賃
労
働
者
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、
「
階
級
対
立
」
を
み
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
「
階
級
対
立
」
と
い
う
要
因
を
中
心
に
マ
ル
ク
ス
と
ブ
ル
ー
ド
ソ
と
の
立
場
の
相
異
が
明
瞭
と
な
る
。

×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
○

　
次
に
、
重
要
な
る
論
点
は
、
こ
の
時
点
の
賃
金
把
握
の
枢
軸
と
も
な
る
べ
き
「
労
働
イ
コ
ー
ル
商
品
」
の
規
定
を
中
心
と
し
て
展

開
さ
れ
る
両
者
の
立
場
の
相
異
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
プ
ル
ー
ド
ソ
の
考
え
か
た
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
労
働
そ
れ
自
体
は
商
品
で
な
く
、
漢
然
と
し
た
未
確
定
の
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ

生
産
物
に
お
い
て
初
め
て
現
実
の
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
労
働
が
価
値
を
有
す
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
価
値
が
労
働
の
な
か
に
１
可
能

Ｏ
　
　
○

的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
労
働
価
値
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
種
の
比
験
的
表
現
で
あ
り
、
　
「
労
働
は
生

産
し
、
資
本
は
価
値
を
有
す
る
」
こ
と
を
省
略
し
て
名
付
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ

　
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
は
売
買
さ
れ
る
限
り
、
ほ
か
の
す
べ
て
の
商
品
と
同
様
、
一
っ
の
商
品
で
あ
り
、
従
っ
て

交
換
価
値
を
有
す
る
。
し
か
し
、
労
働
の
価
値
、
ま
た
は
商
品
と
し
て
の
労
働
は
な
に
ー
む
の
を
も
生
産
し
な
い
。
労
働
は
食
料
品
価

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
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済
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Ｏ
　
　
Ｏ

格
の
変
動
、
労
力
の
供
給
と
需
要
の
変
動
と
に
応
じ
て
、
そ
の
価
値
を
変
動
す
る
。
労
働
は
決
し
て
漢
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

売
買
さ
れ
る
の
は
常
に
一
定
の
労
働
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
っ
ま
り
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
が
一
般
商
品
と
同
じ
く
、
労
働
市
場
に
お

い
て
売
買
取
引
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
現
実
の
雇
傭
関
係
に
お
い
て
、
労
働
者
は
そ
の
労
働
力
を
資
本
家
に
売
り
、
資
本
家
は
そ
れ

を
買
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
課
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
は
「
価
値
が
そ
の
中
に
可
能
的
に
含
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
」
労
働
が
買
わ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
商
品
そ
れ
自
体
と
し
て
取
引
の
対
象
と
し
て
買
わ
れ
る
、
っ
ま
り
特
定

の
効
用
は
間
題
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
結
局
マ
ル
ク
ス
は
、
ブ
ル
ー
ド
ソ
が
「
労
働
は
商
品
で
な
い
、
価
値
を
有
し
な
い
」

と
否
定
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
労
働
を
価
値
尺
度
と
し
て
そ
の
体
系
を
編
み
出
し
て
き
た
の
に
、
自
ら
の
体
系
の
基
礎
を
く
ず
す
こ

と
で
あ
る
と
批
判
す
る
。

　
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、
労
働
に
ー
よ
っ
て
商
品
の
価
値
を
測
る
以
上
、
同
じ
尺
度
で
価
値
を
有
す
る
労
働
、
商
品
た
る
労
働
の
価
値
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

か
る
と
な
る
と
、
結
局
は
賃
金
の
最
低
限
を
正
常
価
格
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
杜
会
の
現
実
を
容
認
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
。
プ
ル
ー
ド
ソ
に
１
お
げ
る
こ
の
致
命
的
な
結
果
を
さ
げ
る
た
め
に
、
彼
は
労
働
を
価
直
尺
度
と
し
た
こ
と
を
自
ら
忘
れ
果
て
る
と

い
う
矛
盾
し
た
論
理
に
陥
っ
て
い
る
の
だ
、
と
。
こ
う
し
て
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
い
う
「
等
量
の
労
働
時
の
交
換
」
は
我
々
に
何
を
与

え
た
か
生
言
え
ば
、
そ
れ
は
過
剰
生
産
、
価
値
低
下
、
労
働
過
剰
、
及
び
そ
れ
に
続
く
失
業
、
要
す
る
に
我
々
が
目
の
あ
た
り
に
み

て
い
る
現
実
の
杜
会
の
経
済
的
な
諸
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
「
労
働
時
問
に
よ
る
価
値
の
決
定
」
つ
ま
り
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説

は
、
現
存
杜
会
の
経
済
的
諸
関
係
の
科
学
的
表
現
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
私
的
交
換
に
基
礎
を
お
く

産
業
で
は
、
生
産
の
無
政
府
性
が
貧
困
と
同
時
に
進
歩
の
源
泉
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
私
的
交
換
」
と
「
生
産
様
式
」
、
　
「
生
産
様

式
」
と
「
階
級
対
立
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
結
び
つ
き
を
と
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
一
般
に
生
産
物
の
交
換
の
形
態
は
生
産



の
形
態
に
照
応
し
、
こ
の
生
産
様
式
そ
の
も
の
も
、
諸
階
級
の
敵
対
関
係
に
照
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
故
に
「
階
級
対
立
」
が
な

げ
れ
ぼ
「
私
的
交
換
」
は
あ
り
え
な
い
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
最
初
の
問
題
提
起
で
あ
る
「
労
働
時
間
の
価
値
尺
度
と
し
て
の
適

用
」
は
、
現
存
す
る
「
階
級
対
立
」
と
階
級
問
の
不
平
等
な
生
産
物
の
配
分
と
両
立
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
　
「
労
働
価
値
説
」
は
、
現
存
の
「
階
級
対
立
」
と
矛
盾
し
な
い
、
両
立
す
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。

×
　
　
　
　
　
　
　
×

　
さ
て
、
こ
こ
で
、
こ
の
結
論
か
ら
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
以
上
の
結
論
は
、
端
的
に
言

う
な
ら
「
労
働
価
値
説
」
は
「
階
級
対
立
」
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
、
　
「
私
的
交
換
」
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
い
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
労
働
価
値
説
」
　
「
私
的
交
換
」
　
「
階
級
対
立
」
と
い
う
三
者
の
関
連
を
「
資
本
論
」
一
巻
の
論
理
構
造
を

基
準
に
し
て
考
え
て
み
る
と
き
、
果
た
し
て
こ
の
三
者
は
、
　
『
資
本
論
』
に
１
お
げ
る
よ
う
に
立
体
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
点
を
さ
き
ま
わ
り
し
て
言
う
な
ら
ぼ
、
　
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
い
て
こ
の
三
者
は
同
一
の
平
面

上
に
い
わ
ぼ
並
列
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
著
作
全
体
の
根
本
体
系
を
な
す
敵
対
関
係
（
階
級
対

立
）
と
い
う
平
面
上
で
の
「
労
働
価
値
説
」
で
あ
り
、
「
私
的
交
換
」
で
あ
っ
た
（
い
わ
く
「
『
階
級
対
立
」
が
な
げ
れ
ば
『
私
的
交
換
』

ぱ
あ
り
え
た
い
」
）
。

　
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
一
っ
の
根
拠
と
し
て
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
弁
証
法
を
批
判
す
る
さ
い
に
み
ら
れ
る
マ
ル
ク
ス
の
考
え
方
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ぼ
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
全
弁
証
法
は
、
　
「
使
用
価
値
と
交
換
価
値
、
供
給
と
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ

要
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
ぼ
、
稀
少
さ
と
豊
富
さ
、
効
用
と
所
見
、
両
者
と
も
白
由
意
志
の
騎
士
で
あ
る
一
人
の
生
産
者
と
、
一
人
の

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
一
一
五
（
七
四
九
）
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（
２
３
）

消
費
者
と
い
っ
た
よ
う
な
抽
象
的
な
相
互
に
矛
盾
す
る
概
念
を
も
っ
て
お
き
か
え
る
こ
と
」
に
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
Ｏ

　
こ
れ
を
批
判
す
る
マ
ル
ク
ス
の
論
点
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
も
の
は
プ
ル
ー
ド
ソ
の
言
う
「
自
由
な
意
志
」
関
係
の
否
定
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
、
生
産
者
側
に
お
い
て
も
消
費
者
側
に
お
い
て
も
、
と
も
に
「
自
由
な
意
志
」
関
係
で
は
な

　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

く
て
「
強
制
」
関
係
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
　
『
聖
家
族
』
に
お
い
て
も
考
察
し
た
よ
う
に
、
現
実

の
資
本
制
杜
会
の
表
面
的
現
象
移
態
に
お
い
て
、
労
働
者
と
資
本
家
と
の
関
係
は
、
自
由
契
約
に
も
と
づ
く
取
引
、
売
買
関
係
な
の

で
あ
る
。
プ
ル
ー
ド
ソ
は
、
商
品
交
換
を
資
本
主
義
生
産
の
ご
く
表
面
的
な
も
の
、
観
念
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
生
産
関
係
と

し
て
は
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
点
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
事
実
、
商
品
交
換
は
、
そ
の
表

面
的
現
象
移
態
に
お
い
て
は
「
自
由
な
意
志
」
関
係
で
あ
り
、
プ
ル
ー
ド
ソ
は
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
生
産
関
係
の
現
象

面
に
お
げ
る
把
握
に
お
い
て
一
面
の
真
理
は
も
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
点
を
マ
ル
ク
ス
は
見
落
し
て
し
ま
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
の
か
く
さ
れ
た
本
質
的
な
形
態
で
あ
る
「
強
制
」
関
係
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
表
面
的
現
象
彬
態
に
お
い
て
は
「
自
由
な
」

契
約
関
係
で
あ
る
と
い
う
プ
ル
ー
ド
ソ
の
一
面
の
真
理
さ
え
も
、
否
定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て

は
、
資
本
制
的
生
産
関
係
の
本
質
的
面
の
み
臥
把
握
で
あ
っ
て
、
そ
の
表
面
的
現
象
形
態
の
把
握
に
ま
で
下
降
し
て
い
な
か
っ
た
と

二
言
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

第
四
節
　
「
賃
労
働
と
資
本
』

次
に
、
我
々
は
、

い
て
分
析
し
よ
う
。

に
お
げ
る
商
品
Ｈ
価
値
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

四
〇
年
代
経
済
学
研
究
の
到
達
点
と
み
ら
れ
る
「
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
け
る
、
商
品
１
－
価
値
論
の
展
開
に
っ

『
賃
労
働
と
資
本
』
は
、
合
計
五
っ
の
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
は
先
ず
、
こ
の
著
作
の
主
題
は



何
か
、
と
い
う
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
こ
う
。

　
第
一
論
文
の
冒
頭
に
お
い
て
、
こ
の
講
演
の
最
初
の
計
画
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
主
旨
は
、
次
の
三
つ
の
こ
と
を
の
べ
る
こ
と
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
第
一
に
、
賃
労
働
と
資
本
と
の
関
係
、
労
働
者
の
奴
隷
状
態
、
資
本
家
の
支
配
、
第
二
に
、
今
日
の
制
度

の
も
と
で
は
中
問
市
民
階
級
と
農
民
身
分
の
没
落
は
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
世
界
市
場
の
専
制
的
支
配
者
で
あ
る
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

ス
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
諸
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
級
が
商
業
的
に
隷
属
さ
せ
ら
れ
搾
取
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
」

　
し
か
る
に
、
そ
れ
に
続
く
議
論
の
展
開
と
、
事
実
上
『
賃
労
働
と
資
本
』
の
続
篇
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
『
賃
金
』
の
内
容
を
検

討
し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
お
け
る
内
容
の
主
題
は
、
い
ま
の
べ
た
三
っ
の
主
旨
の
う
ち
の
第
一
の
部
分
、
す
な
わ
ち
「
賃
労
働
と
資

本
と
の
関
係
、
労
働
者
の
奴
隷
状
態
、
資
本
家
の
支
配
」
の
面
で
か
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、
こ
の
著
作
の
主
題
は

基
本
的
に
賃
労
働
と
資
本
と
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
次
に
、
こ
の
主
題
に
１
即
し
て
、
内
容
の
分
類
を
お
こ
な
っ
て
み
る
と
、
そ
の
論
理
構
成
は
、
第
一
に
、
主
題
に
関
す
る
基
本
的
な

関
係
の
展
開
部
分
と
、
第
二
に
、
そ
の
基
本
的
な
関
係
の
展
開
部
分
の
上
に
た
っ
た
、
主
題
の
現
実
的
具
体
的
な
適
用
の
部
分
と
に

二
大
別
で
き
る
。
こ
れ
を
論
文
別
に
形
式
的
に
み
れ
ぼ
、
第
一
の
部
分
は
、
第
一
論
文
か
ら
第
四
論
文
ま
で
を
含
み
、
第
二
の
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

は
、
第
五
の
論
文
の
内
容
に
，
該
当
す
る
。
従
っ
て
我
々
は
、
内
容
分
類
に
よ
る
と
第
一
の
部
分
に
あ
た
る
基
本
的
関
係
の
展
開
部
分

を
検
討
す
る
と
共
に
、
そ
こ
に
お
い
て
、
何
故
、
賃
金
論
が
と
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
必
然
性
に
っ
い
て
解
明
し
よ

う
。

×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

一
八
四
〇
年
代
凌
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
っ
い
て
（
津
島
）

一
七
（
七
五
一
）
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主
題
で
あ
る
賃
労
働
と
資
本
と
の
関
係
、
そ
れ
は
如
何
な
る
法
則
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か
？
　
そ
れ
が
、
こ
の
部
分
に

お
げ
る
問
題
の
条
件
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
法
則
を
解
明
す
る
た
め
に
、
先
ず
、
　
「
賃
金
と
は
何
か
？
　
そ
れ
は
ど
の
よ
う

に
し
て
決
め
ら
れ
る
か
？
」
と
い
う
問
題
の
究
明
を
お
こ
な
う
。
第
一
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
の
前
半
の
間
題
・
の
解
答
が
、
賃
金
と

は
「
労
働
」
と
い
う
特
殊
な
商
品
の
価
格
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
解
明
さ
れ
、
第
二
論
文
に
入
っ
て
、
後
半
の
問
題
の
解
答
は
、

「
賃
金
た
ら
び
に
他
の
各
商
品
の
価
格
を
揚
制
す
る
も
っ
と
も
一
般
的
な
法
則
」
の
究
明
を
お
こ
な
う
こ
と
に
１
よ
っ
て
、
賃
金
は
生

産
費
に
よ
っ
て
、
こ
の
労
働
と
い
う
商
品
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
労
働
時
問
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
第
一
・
第
二
論
文
と
も
に
賃
労
働
の
側
面
を
、
賃
金
の
本
質
を
と
く
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
し
た
の
ち
、
第
三
論
文
に
至
っ

て
、
資
本
の
側
面
を
、
　
「
杜
会
的
生
産
関
係
」
と
し
て
の
資
本
の
本
質
を
解
明
す
る
。
し
か
る
の
ち
、
賃
労
働
と
資
本
と
の
両
側
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

の
統
一
が
、
両
者
の
同
一
性
、
相
互
制
約
性
を
解
明
す
る
こ
と
に
ー
よ
っ
て
な
さ
れ
、
両
者
の
関
係
は
、
　
「
相
対
賃
金
」
と
い
う
独
自

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
っ
て
解
明
さ
れ
、
　
「
賃
金
と
利
潤
は
反
比
例
す
る
」
と
い
う
法
則
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
賃
労
働
と
資
本
と
の
関
係
が
、
　
「
賃
金
と
利
潤
と
の
反
比
例
関
係
」
と
し
て
法
則
づ
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
「
相
対

賃
金
」
と
い
う
独
自
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
っ
て
解
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
体
何
を
意
味
す
る
か
？

　
そ
れ
は
、
賃
労
働
と
資
本
と
の
関
係
と
い
う
主
題
を
規
制
す
る
法
則
が
、
　
「
賃
金
」
で
も
っ
て
解
明
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
し
て
「
賃
金
」
で
も
っ
て
主
題
を
規
制
す
る
法
則
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
、
第
一
・
第
二
論
文
に
お
い
て
、
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Ｏ

「
賃
金
」
の
本
質
を
解
明
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
「
賃
金
と
は
何
か
」
が
明
ら
か
に
な
ら
な
げ
れ
ば
、
そ
れ
で

も
っ
て
主
題
を
規
制
す
る
法
則
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
が
、
第
一
．
第
二
論
文
で
賃
金
論
が
解
明
さ
れ

ね
ぽ
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
間
題
の
必
然
性
で
あ
り
、
主
題
が
賃
金
論
で
解
明
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
前



提
に
し
て
、
こ
の
基
本
的
な
関
係
の
展
開
部
分
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
賃
金
論
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、

に
、
こ
の
時
点
に
。
お
け
る
賃
金
論
の
特
徴
を
解
明
し
よ
う
。

そ
れ
を
中
心

Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
「
賃
金
と
は
何
か
？
　
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
る
か
？
」
と
い
う
間
題
提
起
か
ら
始
ま
る
第
一
論
文
に
お
け
る
最
も

重
要
た
る
論
点
は
、
　
”
分
げ
前
説
〃
の
否
定
の
も
っ
意
義
で
あ
る
。

　
先
ず
・
賃
金
と
は
、
一
定
の
労
働
時
問
、
又
は
一
定
の
労
働
給
付
に
ー
対
し
て
ケ
ル
ジ
ヨ
ァ
が
支
払
う
貨
幣
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
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「
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
は
・
貨
幣
で
労
働
老
の
労
働
を
欺
い
、
労
働
者
は
貨
幣
と
ひ
き
か
え
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
に
自
分
の
労
働
を
売
る
」
っ
ま

り
貨
幣
を
媒
介
と
し
た
労
働
の
売
買
が
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
労
働
は
ま
さ
し
く
砂

糖
と
同
じ
く
一
っ
の
商
品
で
あ
る
」
こ
と
が
、
労
働
と
い
う
商
品
を
、
一
般
商
品
、
た
と
え
ぼ
砂
糖
等
と
厨
じ
よ
う
に
一
般
化
す
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
・
価
格
と
は
貨
幣
で
評
価
さ
れ
た
あ
る
商
品
の
交
換
価
値
で
あ
る
こ
と
、
故
に
賃
金
と
は
、
　
「
労
働
の
価

格
に
対
す
る
特
別
の
名
前
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ

　
次
い
で
分
け
前
説
の
否
定
が
次
の
よ
う
に
し
て
展
開
さ
れ
る
。
　
「
賃
金
は
、
白
分
が
生
産
し
た
商
品
に
対
す
る
労
働
者
の
分
け
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

で
は
な
い
。
賃
金
は
、
資
本
家
が
一
定
量
の
生
産
的
労
働
を
買
い
取
る
の
に
も
ち
い
る
既
存
の
商
品
の
一
部
で
あ
る
」
。

　
け
だ
し
・
資
本
家
は
こ
の
賃
金
を
、
商
品
を
売
っ
て
得
る
貨
幣
で
支
払
う
の
で
は
な
く
、
手
持
ち
の
貨
幣
で
支
払
う
の
で
あ
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
が
彼
の
商
品
に
ひ
と
り
の
買
手
も
み
っ
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
れ
を
売
っ
て
も
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
が
賃

金
さ
え
回
収
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
だ
が
、
す
べ
て
こ
う
し
た
こ
と
は
、
労
働
者
に
は
何
の
関
係
も
な
い
。
資
本
家
は
、
彼

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
っ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
一
一
九
（
七
五
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
．
第
五
．
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
七
五
四
）

が
も
っ
て
い
る
財
産
、
彼
の
資
本
の
一
部
で
労
働
者
の
労
働
を
買
う
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
資
本
家
が
彼
の
財
産
の
他
の
一
部
で
原

料
を
買
っ
た
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
分
げ
前
説
の
否
定
は
、
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
、
そ
れ
は
、
賃
金
も
ま
た
既
存
の
商
品
、
す
な
わ
ち
、
生

産
的
資
本
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
は
可
変
資
本
の
再
生
産
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
『
資

本
論
』
第
一
巻
第
七
篇
第
二
十
一
章
の
単
純
再
生
産
の
遇
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
そ
れ
故
、
こ
の
分
げ
前
説
の
意
義
を
真
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
　
『
資
本
論
』
第
一
巻
二
篇
四
章
に
１
お
げ
る
労
働
力
の
売
買
の
項

と
、
七
篇
蓄
積
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
六
篇
労
賃
論
の
間
題
が
、
す
な
わ
ち
、
商
品
交
換
の
部
面
に
お
け
る
労
働
力
商
品
の
売
買

を
通
じ
た
労
働
者
と
資
本
家
と
の
、
自
由
、
平
等
、
所
有
、
ベ
ソ
タ
ム
の
関
係
は
、
　
「
賃
金
」
と
い
う
形
態
に
お
い
て
、
事
実
上
は

そ
の
本
質
的
関
係
で
あ
る
搾
取
、
隷
属
の
関
係
を
隠
蔽
し
て
い
る
と
い
う
事
実
、
つ
ま
り
、
労
賃
把
握
ｑ
さ
い
の
本
質
的
関
係
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
分
げ
前
説
の
否
定
は
、
賃
労
働
と
資
本
と
の
、
従
っ
て
賃
金
と

利
潤
と
の
敵
対
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
の
基
本
的
な
前
提
を
な
す
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
の
占
め
る
位
置
は
、
第
一
か
ら
第

四
論
文
迄
の
基
本
的
た
関
係
の
展
開
部
分
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
後
の
議
論
の
展
開
に
お
い
て
も
、
極
め
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
賃
金
は
自
分
で
生
産
し
た
商
品
に
対
す
る
労
働
者
の
分
け
ま
え
で
は
な
い
。
賃
金
は
資
本
家
が
一
定
量

の
生
産
的
労
働
を
買
い
取
る
の
に
用
い
る
既
存
の
商
品
の
一
部
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
は
賃
金
把
握

の
際
の
本
質
的
た
関
係
を
、
賃
労
働
と
資
本
と
の
兆
っ
と
も
基
本
的
な
鋭
い
関
係
を
解
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
賃
金
把
握

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ

の
さ
い
の
本
質
的
な
か
な
め
と
な
る
部
分
で
あ
る
。



　
次
に
１
、
労
働
は
一
つ
の
商
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
　
「
労
働
」
に
つ
い
て
の
究
明
が
な
さ
れ
る
。
　
「
労
働
」
は
、
労
働
者
自
身
の
生

命
活
動
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
生
命
活
動
を
彼
は
、
必
要
な
生
活
資
料
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
他
の
人
問
に
売
る
故
に
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
◎
　
○

生
命
活
動
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
生
き
て
い
く
た
め
の
一
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
Ｏ

　
し
か
し
、
労
働
は
い
っ
で
も
商
品
で
あ
っ
た
わ
げ
で
は
な
い
。
労
働
は
い
っ
で
も
賃
労
働
、
す
な
わ
ち
自
由
な
労
働
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
、
奴
隷
と
農
奴
の
労
働
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
労
働
者
は
「
労
働
」
を
売
る
こ
と
が
、
た
だ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇

っ
の
生
計
の
源
泉
な
の
だ
か
ら
、
生
き
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
限
り
、
買
手
の
階
級
全
体
、
す
な
わ
ち
、
資
本
家
階
級
を
捨
て
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
労
働
老
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
の
所
有
物
で
は
な
い
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
級
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

っ
ま
り
こ
こ
に
お
い
て
は
、
・
個
々
の
労
働
者
と
個
々
の
資
本
家
と
の
、
偶
然
的
個
別
的
関
係
で
は
な
く
て
、
資
本
家
階
級
と
労
働
者

階
級
と
の
、
階
級
と
し
て
の
把
握
が
、
つ
ま
り
『
資
本
論
」
で
い
う
蓄
積
論
の
「
資
本
関
係
の
再
生
産
」
と
し
て
の
把
握
が
と
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
こ
れ
か
ら
の
べ
る
最
低
限
の
規
定
に
ー
お
い
て
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
　
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
け
る
賃
金
論
の
展

開
は
、
す
べ
て
蓄
積
論
の
次
元
に
お
げ
る
、
ま
た
は
蓄
積
論
と
の
関
連
に
お
げ
る
、
賃
金
の
把
握
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
っ
の
大
き
な

特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

　
次
い
で
、
第
二
論
文
で
は
、
賃
金
と
は
労
働
と
い
う
特
定
の
商
品
の
価
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
品
の
価
格
は
何
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
入
る
。

　
○何
に
ー
よ
っ
て
か
？
競
争
に
よ
っ
て
、
ま
た
需
要
と
供
給
に
ー
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
し
て
供
給
そ
の
も
の
は
生
産
費
に
ー
よ
っ
て
、
っ

ま
り
あ
る
商
品
の
生
産
に
１
必
要
な
労
働
時
問
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
商
品
の
価
格
を
規

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
一
二
一
（
七
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
（
七
五
六
）

制
し
て
い
る
の
と
同
じ
一
般
法
則
が
、
賃
金
す
な
わ
ち
労
働
の
価
格
を
も
観
制
し
て
い
る
故
、
　
「
労
働
の
価
格
」
も
、
生
産
費
に
よ

っ
て
、
す
な
わ
ち
こ
の
労
働
と
い
う
商
品
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
労
働
時
問
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
労
働
の
生
産
費
は
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

者
の
生
存
費
及
び
繁
殖
費
で
あ
り
、
こ
の
生
存
費
及
び
繁
殖
費
の
価
格
が
「
最
低
賃
金
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
こ
の
最
低
賃
金
の
観
定
は
、
賃
金
把
握
の
場
合
の
第
二
の
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
　
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
最
低
賃
金
は
、

「
労
働
」
の
「
平
均
価
格
又
は
正
常
価
格
」
と
し
て
、
事
実
上
は
の
ち
の
『
資
本
論
』
の
段
階
で
暮
庁
う
「
労
働
力
」
の
「
価
値
」
を

さ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
個
々
の
個
人
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
、
種
族
に
つ
い
て
、
階
級
に
っ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
　
「
個
々
の
労
働

者
は
生
き
て
繁
殖
し
て
い
く
の
に
十
分
な
だ
げ
貰
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
労
働
者
階
級
全
体
の
賃
金
は
、
そ
の
変
動
の
内
部
で
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

均
化
さ
れ
て
、
こ
の
最
低
限
に
一
致
す
る
」
。

　
す
な
わ
ち
、
賃
金
の
最
低
限
は
階
級
と
し
て
の
把
握
と
結
び
っ
い
た
蓄
積
論
の
次
元
で
の
最
低
限
の
規
定
で
あ
っ
て
、
『
資
本
論
』

一
巻
に
お
げ
る
よ
う
に
、
二
篇
四
章
に
お
げ
る
そ
の
規
定
と
七
篇
蓄
積
論
に
－
お
げ
る
そ
の
位
置
づ
げ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
も
の

と
し
て
究
明
さ
れ
、
か
っ
立
体
的
に
結
合
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
っ
ま
り
、
蓄
積
論
と
賃
金
論
と
が
、
未
分

離
の
も
の
と
し
て
、
生
言
う
よ
り
、
蓄
積
論
の
次
元
で
の
、
蓄
積
論
と
い
う
枠
の
中
で
の
賃
金
論
の
把
握
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
初

期
に
お
げ
る
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

第
五
節
　
「
賃
金
』

以
上
、
我
々
は

「
共
産
党
宣
言
』
に
お
け
る
商
品
Ｈ
価
値
論

『
賃
労
働
と
資
本
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
賃
金
論
の
特
徴
を
検
討
し
て
き
た
が
、

こ
こ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

賃
金
論
の
特
徴
は
、
つ
づ
く
遺
稿
『
賃
金
』
に
お
い
て
よ
り
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る

　
第
一
に
ー
、
　
「
か
駈
１
１
商
品
」
に
っ
い
て
の
性
格
規
定
の
問
題
で
あ
る
。
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
「
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

力
」
商
品
の
規
定
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
も
そ
の
序
文
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
た

が
ら
「
労
働
」
と
い
う
表
現
は
誤
っ
て
い
る
と
し
て
、
た
ん
に
言
葉
の
上
だ
け
で
「
労
働
」
を
「
労
働
力
」
に
変
更
し
て
み
た
と
こ

ろ
で
・
そ
れ
は
何
ら
の
意
味
も
も
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
初
期
と
後
期
、
又
は
四
〇
年
代
と
六
〇
年
代
と
の
基
本
的
な
質
的
な
差
異

を
不
明
瞭
に
す
る
ば
か
り
か
、
両
者
を
混
乱
さ
せ
る
と
い
う
欠
陥
を
招
く
ぼ
か
り
で
あ
る
。

　
我
々
は
、
何
故
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
「
労
働
力
」
で
は
な
く
て
、
「
労
働
」
で
な
け
れ
ば
た
ら
な
か
っ
た
の
か
を
マ
ル
ク
ス
白

身
の
論
理
の
展
開
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
そ
の
手
始
め
の
作
業
と
し
て
、
こ
こ
に
お
げ
る
「
労
働
」
商
品
の
規
定
の
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
を
明
ら
か
に
し

て
お
こ
う
。

　
マ
ル
ク
ス
に
ー
よ
る
「
労
働
」
商
品
の
規
定
は
ど
の
よ
う
に
１
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
か
？
　
そ
れ
は
、
先
ず
、
　
「
労
働
」
と
い
う
特
殊

な
商
品
を
一
般
商
品
、
た
と
え
ば
砂
糖
等
と
同
一
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
っ
ま
り
一
般
商
品
に
一
般
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
・
両
者
の
差
異
を
単
に
ー
計
量
の
差
異
（
こ
の
場
合
は
時
計
と
秤
）
に
お
く
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
の
ち
、
さ
き

に
の
べ
た
「
分
け
前
説
」
の
否
定
を
媒
介
に
し
て
、
　
「
労
働
」
は
一
っ
の
商
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
つ
ま
り
一
人
問
の
活
動
が
商
品
と
な
る
こ
と
、
生
命
の
発
現
、
生
命
活
動
が
単
な
る
手
段
と
し
て
現
わ
れ
、
こ
の
活
動
か
ら
ひ
き

は
な
さ
れ
た
存
在
が
目
的
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
事
態
を
解
明
す
る
の
で
あ
る
。
又
、
　
「
労
働
は
い
っ
で
も
商
品
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
」
こ
と
を
、
賃
労
働
、
す
な
わ
ち
自
由
な
労
働
と
、
奴
隷
労
働
、
農
奴
労
働
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
脇
）
　
　
　
　
一
二
三
（
七
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
七
五
八
）

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
以
上
が
『
賃
労
働
と
資
本
』
の
な
か
で
み
ら
れ
た
「
労
働
１
１
商
品
」
の
観
定
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に

お
い
て
は
ま
だ
そ
の
規
定
の
み
に
留
ま
り
、
労
働
と
い
う
商
品
の
性
格
規
定
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
賃
金
』
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
Ｏ

部
分
的
で
は
あ
る
が
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
は
他
の
商
品
よ
り
も
一
時
的
な
性
質
が
強
く
、
蓄
積
で
き
な

、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

し
こ
と
　
そ
の
供
給
は
他
の
商
品
の
場
合
の
よ
う
に
た
や
す
く
増
減
で
き
な
い
。

　
第
二
に
、
「
最
低
限
」
の
規
定
に
っ
い
て
、
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
い
て
は
、
　
「
労
働
の
平
均
価
格
又
は
正
常
価
格
」
と
し
て
把

握
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
、
生
存
費
及
び
繁
殖
費
で
あ
り
、
そ
れ
は
労
働
者
の
階
級
に
つ
い
て
だ
げ
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
労

働
者
に
っ
い
て
言
え
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
っ
ま
り
最
低
限
に
関
す
る
規
定
の
み
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

『
賃
金
』
に
ー
お
い
て
は
、
そ
の
実
際
的
な
運
動
に
っ
い
て
の
究
明
が
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

　
平
均
す
れ
ば
、
賃
金
の
最
低
限
は
、
　
「
も
っ
と
も
不
可
欠
な
生
活
資
料
の
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
に
し
て
も
、
次
の
こ
と

に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
第
一
に
、
「
こ
の
最
低
限
は
国
に
よ
っ
て
異
る
」
と
い
う
国
民
的
な
差
異
が
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

二
に
「
最
低
限
そ
の
も
の
が
一
っ
の
歴
史
的
な
運
動
を
お
こ
な
い
、
益
々
絶
対
的
な
最
低
水
準
に
下
が
っ
て
い
く
」
と
い
う
時
代
的

或
は
歴
史
的
な
差
異
に
・
基
づ
く
運
動
を
指
摘
し
た
上
で
、
今
度
は
そ
の
最
低
の
水
準
を
も
た
ら
す
実
際
上
の
事
清
に
っ
い
て
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
歴
史
的
精
神
的
に
設
定
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
生
産
機
械
と
分
業
が
発
達
し
た
結
果
、
労
働
者
間
の
競
争
も
地
域
的
な
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
て
増
大
す
る
こ
と
、
第
二

に
租
税
が
ふ
え
、
国
家
予
算
の
支
出
が
大
に
・
な
る
こ
と
、
第
三
に
、
最
低
限
の
異
な
っ
た
国
々
に
お
け
る
平
均
化
、
そ
し
て
賃
金
は

一
度
下
が
る
と
、
そ
の
後
ま
た
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
も
う
決
し
て
も
と
の
高
さ
に
は
上
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
賃
金
は
二
重
に
下

落
し
て
い
く
こ
と
が
、
っ
ま
り
一
般
的
富
の
発
達
と
の
関
係
に
お
い
て
相
対
的
に
、
労
働
者
が
交
換
に
お
い
て
受
け
取
る
商
品
量
が



次
第
に
少
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
絶
対
的
に
、
下
落
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
最
後
に
大
工
業
が
進
む
に
っ
れ
て
、
時
問
が

益
々
、
商
品
の
価
値
の
尺
度
と
な
り
、
又
そ
れ
故
に
賃
金
の
尺
度
と
も
な
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
　
『
賃
金
」
に
お
け
る
も
う
一
っ
の
発
展
的
要
素
と
し
て
、
　
『
賃
労
働
と
資
本
」
に
お
け
る
独
自
な
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る

「
相
対
賃
金
」
に
つ
い
て
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
お
い
て
は
、
単
に
規
定
に
留
ま
っ
て
い
た
の
が
、
　
「
賃
金
』
に
お
い
て
は
、
労
資

間
に
お
げ
る
内
容
の
質
的
な
相
異
が
、
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
二
人
の
労
働
者
に
と
っ
て
の
一
タ
ー
レ
ル
と
、
一
人
の

雇
主
に
と
っ
て
の
一
タ
ー
レ
ル
は
同
じ
価
値
を
も
っ
て
い
な
い
。
労
働
者
の
方
は
こ
と
ご
と
に
悪
い
も
の
を
高
く
買
わ
な
け
れ
ぼ
な

ら
な
い
。
労
働
者
の
一
タ
ー
レ
ル
が
支
配
す
る
商
品
は
、
雇
主
の
一
タ
ー
レ
ル
が
支
配
す
る
商
品
よ
り
も
質
も
悪
い
し
量
も
少
な

（
３
７
）

い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

　
以
上
の
賃
金
論
に
お
け
る
特
徴
は
、
つ
づ
く
『
共
産
党
宣
言
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
基
本
線
が
次
の
よ
う
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。　

第
一
に
、
労
働
１
１
商
品
に
つ
い
て
の
規
定
を
中
心
に
し
た
、
労
働
者
に
つ
い
て
の
性
格
規
定
が
、
　
「
近
代
の
労
働
者
は
、
仕
奉
に
－

あ
り
っ
く
問
だ
け
し
か
生
き
ら
れ
ず
、
か
れ
ら
の
労
働
が
資
本
を
増
植
す
る
問
だ
け
し
か
仕
事
に
１
あ
り
っ
げ
な
い
。
又
、
自
分
の
身

を
切
り
売
り
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
、
他
の
売
り
買
い
さ
れ
る
ど
ん
な
品
物
と
も
選
ぶ
と
こ
ろ
の
な
い
一
っ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

商
品
で
あ
り
、
従
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
競
争
の
あ
ら
ゆ
る
浮
き
沈
み
、
市
場
の
あ
ら
ゆ
る
変
動
に
１
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
も
の
と
し
て

説
明
さ
れ
、
商
品
の
価
格
イ
コ
ー
ル
労
働
の
価
格
は
そ
の
生
産
費
に
等
し
い
こ
と
、
生
産
費
の
内
容
は
、
生
存
費
、
繁
殖
費
で
あ
り
、

そ
れ
は
生
活
手
段
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
最
低
限
の
規
定
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
「
賃
労
働
の
平
均
価
格
は
労
賃
の
最
低
限
、
っ
ま
り
労
働
者

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
二
一
五
（
七
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
七
六
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

を
労
働
者
と
し
て
生
か
し
て
お
く
の
に
必
要
な
生
活
手
段
の
総
和
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

「
最
低
限
」
は
、
　
”
賃
労
働
の
価
格
”
と
し
て
、
よ
り
明
確
な
規
定
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
六
飾
　
ま

と
　
め

　
以
上
、
我
々
は
、
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
の
出
発
点
で
あ
る

『
手
稿
』
と
、
到
達
点
で
あ
る
『
賃
労
働
と
資
本
』
と
を
対
比
し
て
、
両
著
作
の
共
通
性
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
八
四
〇
年

代
後
半
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
基
調
を
な
す
も
の
は
、
蓄
積
論
の
展
開
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
、
一
つ
の
問

題
提
起
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
蓄
積
論
を
基
調
に
。
し
て
徐
々
に
展
開
さ
れ
て
く
る
商
品
１
１
価
値
論
を
、
こ
の
基
調
の
上
に
如
何

に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
以
上
の
成
果
を
ま
と
め
て
み
る
な
ら
ば
、
　
『
聖
家
族
』
に
お
い
て
、
主
題
に
即
し
て
無
意
識
的
に
展
開
さ
れ
た

商
品
１
１
価
値
論
は
、
　
『
哲
学
の
貧
困
』
に
お
い
て
、
リ
カ
ー
ド
の
労
働
価
値
説
を
踏
襲
し
た
上
で
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
賃
金
論
と
し

て
展
開
さ
れ
、
そ
れ
は
プ
ル
ー
ド
ソ
の
賃
金
平
等
論
を
粉
砕
す
る
な
か
で
固
め
ら
れ
て
い
き
『
賃
労
働
と
資
本
』
　
『
賃
金
』
に
お
い

て
、
賃
金
論
自
体
と
し
て
究
明
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
以
上
の
ブ
ロ
セ
ス
を
へ
て
結
晶
し
た
こ
の
時
点
の
賃
金
論
の
特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
初
の
問
題
点
で
あ
る

商
品
１
１
価
直
論
の
位
置
づ
げ
が
可
能
と
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
商
品
１
１
価
値
論
は
賃
金
論
と
し
て
結
晶
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

い
い
か
え
れ
ば
、
賃
金
論
を
と
く
場
合
の
手
段
と
し
て
と
か
れ
、
賃
金
論
は
蓄
積
論
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
と
か
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

か
ら
、
三
者
が
蓄
積
論
と
い
う
同
一
の
平
面
上
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
う
初
期
特
有
の
論
理
構
造
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の



■

で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
以
上
の
三
老
が
「
資
本
論
』
に
お
け
る
よ
う
に
立
体
的
に
把
握
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
し
て
ま
た
、
資
本
制
的
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ

関
係
の
本
質
が
剰
余
価
値
の
生
産
と
し
て
暴
露
さ
れ
る
た
め
に
は
、
　
「
労
働
力
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抽
出
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
し
、
そ
れ
と
共
に
「
労
働
」
と
「
労
働
力
」
と
の
区
別
が
明
ら
か
と
な
ら
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
　
「
労
働
力
」
と
い
う
ヵ

テ
ゴ
リ
ー
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
成
立
し
う
る
た
め
に
ー
は
、
　
「
労
働
力
」
が
商
品
と
し
て
価
値
及
び
使
用
価
値
の
二
つ
の
要
因
か

ら
成
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
商
品
一
般
に
っ
い
て
も
、
価
値
及
ぴ
使
用
面
直
の
二
要
因
が

分
析
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
商
品
に
表
示
さ
れ
る
労
働
が
、
抽
象
的
人
問
労
働
と
具
体
的
な
有
用
労
働
と
の
二
重
の
性
格
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
賃
金
論
の
確
立
の
た
め
に
は
、
商
品
１
１
価
値
論
の
確
立
が
不
可

欠
の
前
提
と
た
る
。
こ
の
点
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
き
、
こ
の
時
点
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
賃
金
把
握
は
、
　
「
労
働
」
の
売
買

を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
商
品
１
１
価
値
論
は
こ
の
賃
金
論
と
密
接
に
１
結
び
っ
く
も
の
と
し
て
と
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
点
に
お
い
て
は
、
賃
金
論
も
商
品
１
１
価
値
論
も
と
も
に
未
確
立
、
未
完
成
で
あ
っ
た
生
言
え
る
。
こ
こ
に
１
我
々
は
、
こ
の
時
点
に
，

お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
意
義
と
限
界
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
主
眼
は
、
労
資
の
敵
対
的
関
係
の
把
握
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

蓄
積
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
の
基
礎
と
な
る
商
品
１
１
価
値
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
蓄
積
論

（
資
本
関
係
）
か
ら
商
品
１
１
価
値
論
へ
の
下
降
は
未
完
成
で
あ
り
不
充
分
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
初
期
特
有
の
論
理
構
造
の
生

ず
る
ゆ
え
ん
も
あ
っ
た
生
言
え
よ
う
。

　
　
（
１
）
　
『
聖
家
族
』
は
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と
の
最
初
の
共
著
で
あ
り
、
一
八
四
四
年
九
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
、
一
八

　
　
　
　
一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
一
二
七
（
七
六
一
）



（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
肝
号
）

二
八
（
七
六
二
）

四
五
年
二
月
末
に
公
刊
さ
れ
た
。
『
聖
家
族
』
と
は
、
バ
ウ
ァ
ー
兄
弟
と
『
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
リ
ト
ラ
ト
ウ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ト
ウ
ソ
グ
』

誌
を
め
ぐ
っ
て
集
ま
っ
た
彼
ら
の
信
奉
者
に
っ
け
た
ひ
や
か
し
の
名
前
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と
は
、
バ

ウ
ァ
ー
や
そ
の
他
の
青
年
へ
ー
ゲ
ル
派
と
対
決
す
る
と
共
に
、
へ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
哲
学
を
批
判
し
た
。
従
っ
て
『
聖
家
族
』
と
い
う
書

物
の
、
そ
も
そ
も
の
狙
い
は
、
そ
の
副
題
と
し
て
っ
げ
ら
れ
た
「
批
判
的
批
判
の
批
判
、
ブ
ル
ー
ノ
・
バ
ウ
ァ
ー
と
そ
の
伴
侶
を
駁
す
」

こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
問
題
点
か
ら
み
れ
ぱ
、
九
っ
の
章
か
ら
成
る
内
容
の
う
ち
の
第
四
章
、
そ
の
た
か
で
も
、
マ
ル
ク
ス

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
第
四
、
プ
ル
ー
ド
ソ
」
部
分
の
「
批
判
的
傍
注
」
第
一
か
ら
第
五
迄
の
部
分
が
、
分
析
の
対
象
と
な
る
。
な
お
本

書
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。
経
済
学
史
学
会
編
『
「
資
本
論
」
の
成
立
』
（
岩
波
書
店
）
所
収
の
服
部
文
男
稿
「
『
聖

家
族
』
の
経
済
学
的
意
義
」
を
参
照
の
こ
と
。

　
こ
の
点
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
な
ら
ぱ
、
『
手
稿
』
に
お
け
る
「
類
的
存
在
」
の
疎
外
と
は
次
の
よ
う
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
疎

外
さ
れ
た
労
働
」
は
、
人
問
に
と
っ
て
類
的
生
活
を
個
人
生
活
の
手
段
に
す
る
。
又
、
自
已
行
為
、
自
由
な
行
為
を
手
段
に
格
下
げ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
類
的
生
活
を
、
彼
の
肉
体
的
生
存
の
手
段
に
す
る
。
っ
ま
り
、
人
問
か
ら
彼
自
身
の
身
体
を
疎
外
す
る
と
共
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
０
　
　
◎
　
　
◎
　
　
０

彼
の
外
に
あ
る
自
然
及
ぴ
彼
の
精
神
的
本
質
、
彼
の
人
間
的
本
質
を
疎
外
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
類
的
存
在
」
の
疎
外
と
は

　
◎
　
　
◎
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
Ｏ

「
対
象
的
世
界
の
実
践
的
産
出
・
非
有
機
的
自
然
の
加
工
」
す
な
わ
ち
生
産
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
類
的
性
格
、
し
か

も
意
識
あ
る
類
的
性
格
が
、
単
な
る
「
生
存
の
た
め
の
手
段
」
と
た
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
一
般
に
、
人
間
か
ら
そ
の
類
的
存
在
が
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
◎
０
◎
◎
０
◎
０
◎
◎
◎
Ｏ
◎
Ｏ
　
　
◎
◎
０
０
◎
Ｏ
◎
０
０
０
０
０
◎
０
０
◎
０
０
◎

外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
命
題
は
、
「
あ
る
人
間
が
他
の
人
問
か
ら
疎
外
さ
れ
、
ど
の
人
問
も
人
間
的
存
在
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
上
、
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
結
局
は
、
労
働
す
る
人
間
の
生
産
関
係
が
疎
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
こ
の
点
に
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
資
本
制
的
生
産
関
係
の
把
握
を
み
た
。
　
睾
向
○
戸
Ｈ
声
ず
ゴ
墨
・
Ｏ
。
一
０
０
・
胃
◎
。
・
『
マ

ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
選
集
』
補
巻
四
、
三
〇
九
頁
。

　
竃
向
き
墨
一
ド
ｏ
ｏ
．
偉
．
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
巻
四
〇
頁
。

　
冒
奉
一
〇
〇
・
違
・
前
掲
書
四
〇
頁
。

　
こ
の
点
を
考
察
し
て
み
る
な
ら
ぼ
、
『
ド
ィ
ツ
・
イ
デ
ォ
ｐ
ギ
ー
』
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
「
分
業
」
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
私
有
財
産
を
「
活
動
の
生
産
物
」
に
関
係
し
て
、
分
業
を
「
活
動
」
に
関
係
し
て
と
ら
え
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
分
業
」

は
、
私
有
財
産
の
主
体
的
側
面
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
両
者
は
同
一
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
「
私
有
財
産
イ
コ
ー
ル
分
業
」



で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
次
い
で
「
生
産
力
」
と
い
う
概
念
の
抽
出
が
お
こ
た
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
私
有
財
産
は
「
交
通
彬
態
」

と
し
て
把
握
さ
れ
、
こ
の
交
通
彩
態
と
生
産
力
と
の
矛
盾
の
発
展
が
、
歴
史
の
推
進
力
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
っ
ま
り
、
　
「
私
有
財
産

イ
コ
ｉ
ル
分
業
」
で
あ
り
、
　
「
分
業
イ
コ
ー
ル
交
通
形
態
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
交
通
彩
態
」
は
、
そ
の
た
か
に
交
通
関
係
す
な

わ
ち
、
交
易
あ
る
い
は
流
通
諸
関
係
と
、
そ
の
基
礎
で
あ
る
生
産
関
係
と
の
両
者
を
含
む
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
図
解
す
れ
ぽ
次
の

よ
う
に
た
る
。

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
関
係

砧
旭
幻
整
有
財
鎚
）
ピ
々

（
交
易
あ
る
い
は
流
通
諸
関
係
）

　
相
互
依
存
関
係

　
　
　
　
↓
生
産
力

そ
の
結
果
、
「
疎
外
」
は
、
「
生
産
力
と
分
業
」
と
の
矛
盾
の
状
態
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

制
的
生
産
関
係
の
把
握
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
よ
り
具
体
化
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
峯
固
○
戸
Ｈ
一
声
げ
ご
団
Ｐ
・
。
一
Ｃ
０
．
閉
Ｎ
Ｏ
・
上
掲
書
三
二
八
頁
。

　
峯
向
考
一
望
一
“
ｃ
ｏ
』
べ
・
前
掲
書
三
三
頁
。

「
疎
外
」
を
中
心
と
し
た
資
本

　
Ｈ
ま
ｏ
二
己
り
．
○
。
べ
・
前
掲
書
三
三
頁
。

　
旨
声
一
ｃ
。
．
・
。
・
◎
・
前
掲
書
三
三
頁
。

　
Ｈ
匡
Ｏ
・
一
Ｃ
Ｏ
０
０
・
胃
～
竃
・
前
掲
書
四
七
～
四
八
頁
。

　
Ｈ
巨
Ｏ
二
乙
っ
・
蜆
Ｈ
・
前
掲
書
四
七
頁
。

　
宇
奉
一
乙
ｏ
・
ｏ
．
ｏ
。
・
前
掲
書
二
九
頁
。

　
こ
の
第
一
の
文
章
の
内
容
は
、
っ
ま
り
賃
金
と
資
本
利
得
は
反
比
例
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
き
ま
わ
り
し
て
言
え
ぱ
、
の
ち
の

労
働
と
資
本
』
に
お
い
て
、
　
「
賃
金
と
利
潤
は
反
比
例
す
る
」
も
の
と
し
て
法
則
づ
げ
ら
れ
、
第
二
の
価
値
に
っ
い
て
の
観
定
は
、

に
出
さ
れ
た
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
『
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
』
に
お
げ
る
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
価
値
規
定
を
そ
の
ま
ま
受
げ
つ
い
で
い
る
。

　
Ｈ
巨
３
０
０
・
澤
前
掲
書
五
〇
頁
。

　
Ｈ
巨
汗
乙
Ｏ
・
睾
前
掲
書
五
〇
頁
。

一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）

二
九
（
七
六
三
）

『
賃

前
年



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
七
六
四
）

（
１
６
）
　
『
哲
学
の
貧
困
』
の
内
容
は
、
二
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
；
早
は
二
つ
の
科
学
的
発
見
」
と
い
う
表
題
を
も
っ
た
リ
カ

　
　
ー
ド
を
中
心
と
し
た
経
済
学
で
あ
り
、
第
二
章
は
「
経
済
学
の
彬
而
上
学
」
と
い
う
へ
ー
ゲ
ル
を
中
心
と
し
た
哲
学
で
あ
る
。
我
々
は
、

　
　
第
一
章
を
中
心
に
、
と
り
わ
け
第
二
節
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
賃
金
平
等
論
を
中
心
に
内
容
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

（
１
７
）
　
勿
論
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
リ
カ
ー
ド
摂
取
と
批
判
は
不
充
分
た
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
自
身
も
、
真
に
労
働
価
値

　
　
説
の
立
場
に
立
っ
て
い
な
い
。
五
〇
年
代
に
入
っ
て
本
格
的
次
リ
カ
ー
ド
研
究
の
進
展
と
と
も
に
五
〇
年
末
に
確
立
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

（
１
８
）
　
峯
向
ヨ
墨
．
一
ト
乙
ｏ
．
・
。
Ｎ
．
邦
訳
、
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
四
巻
七
九
頁
。

（
１
９
）
　
Ｈ
罰
３
ｏ
。
・
ｏ
◎
ｏ
◎
．
前
掲
書
八
○
頁
。

（
２
０
）
　
Ｈ
巨
ｏ
二
ｃ
ｏ
・
ｏ
．
ｏ
。
・
前
掲
書
八
○
頁
。

（
２
１
）
　
労
働
の
自
然
価
格
イ
コ
ー
ル
賃
金
の
最
低
限
で
た
い
こ
と
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
注
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
Ｈ
９
３
９
ｏ
◎
２
前
掲
書
八
一

　
　
頁
。

（
２
２
）
　
こ
の
著
作
の
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
、
プ
ル
ー
ド
ソ
の
著
作
は
単
に
一
っ
の
経
済
学
研
究
書
で
も
た
げ
れ
ば
、
あ
り
き
た
り
の
一
っ

　
　
の
書
物
で
も
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
の
聖
書
な
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
至
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
前
掲
書
二
一
四
頁
。

（
２
３
）
　
Ｈ
巨
３
ｏ
っ
・
ま
・
前
掲
書
七
三
頁
。

（
２
４
）
　
『
賃
労
働
と
資
本
』
は
、
執
筆
年
時
か
ら
言
え
ば
、
四
七
年
末
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ド
ィ
ツ
人
労
働
者
協
会
で
お
こ

　
　
な
っ
た
講
演
が
も
と
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
原
草
案
を
、
今
目
我
々
は
み
る
こ
と
が
で
き
た
い
の
で
、
実
際
に
は
公
刊
年
時
で
あ
る
『
新

　
　
ラ
ィ
ソ
新
聞
』
の
、
四
九
年
四
月
五
日
号
以
降
に
所
載
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
四
九
年
を
固
執
す
る
と
、
順
序
と

　
　
し
て
『
共
産
党
宣
言
』
の
あ
と
に
配
列
し
た
げ
れ
ぱ
た
ら
た
く
た
る
の
で
あ
る
が
、
我
々
は
こ
の
著
作
を
四
七
年
末
に
執
筆
さ
れ
た
も
の

　
　
と
し
て
、
　
『
共
産
党
宣
言
』
の
前
に
配
列
さ
せ
る
。
そ
の
有
力
な
論
拠
と
し
て
、
後
年
一
九
二
五
年
に
発
見
さ
れ
た
プ
ル
ク
ス
の
遺
稿

　
　
『
賃
金
』
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
な
お
、
『
賃
労
働
と
資
本
』
、
こ
れ
に
続
く
事
実
上
『
賃
労
働
と
資
本
』
の
続
篇
と
み
た
さ
れ
る
『
賃
金
』
、
そ
し
て
以
上
の
経
済
学
の

　
　
著
作
と
は
別
個
の
目
的
で
書
か
れ
た
『
共
産
党
宣
言
』
も
、
我
々
の
間
題
意
識
で
あ
る
経
済
学
研
究
の
点
か
ら
み
れ
ぱ
、
同
一
の
基
本
線

　
　
上
に
並
列
で
き
る
著
作
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
、
以
下
に
お
い
て
以
上
の
三
著
作
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
あ
べ
ま
で

　
　
も
『
賃
労
働
と
資
本
』
の
内
容
を
中
心
に
、
そ
れ
に
即
し
て
『
賃
金
』
『
共
産
党
宣
言
』
を
そ
の
中
に
組
み
入
れ
て
検
討
す
る
。



（
２
５
）

（
２
６
）

（
２
７
）

（
２
８
）

（
２
９
）

（
３
０
）

（
３
１
）

（
３
２
）

（
３
３
）

（
３
４
）

　
冒
向
き
墨
・
９
ｏ
。
・
・
。
ｏ
・
。
．
『
マ
ル
ク
ス
・
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
」
第
六
巻
三
九
三
頁
。

　
既
述
し
た
よ
う
に
（
序
論
第
一
節
）
こ
の
論
理
構
成
に
お
け
る
内
容
の
分
類
を
、
『
手
稿
』
の
内
容
と
対
比
し
て
み
る
た
ら
ば
、
『
手
稿
』

に
お
げ
る
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
部
分
を
中
心
と
す
る
資
本
糊
杜
会
把
握
の
理
論
体
系
は
、
第
一
の
部
分
で
あ
る
資
本
制
関
係
の
展
開
部

分
に
お
い
て
結
晶
し
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
杜
会
の
三
っ
の
状
態
に
お
げ
る
「
進
歩
し
っ
っ
あ
る
状
態
」
に
お
げ
る
「
複
合
的
窮
乏
」
を

論
じ
た
マ
ル
ク
ス
自
身
の
蓄
積
論
の
展
開
は
、
第
二
の
部
分
に
お
い
て
、
ま
た
そ
れ
に
続
く
『
賃
金
』
に
お
い
て
結
晶
し
た
と
言
え
る
。

　
「
相
対
賃
金
」
と
は
、
「
蓄
積
さ
れ
た
労
働
の
価
格
と
比
較
し
た
直
接
労
働
の
価
格
、
賃
労
働
の
価
値
と
資
本
の
価
値
と
の
割
合
、
資
本

家
の
受
け
取
る
価
値
と
、
労
働
者
が
受
げ
と
る
価
値
と
の
相
互
関
係
を
あ
ら
わ
す
」
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
（
Ｈ
巨
ｑ
：
ｏ
り
」
鼻

前
掲
書
四
〇
九
頁
）

　
Ｈ
匡
戸
Ｃ
０
．
Ｏ
◎
Ｏ
り
・
前
掲
書
三
九
四
頁
。

　
Ｈ
暫
戸
０
っ
．
き
○
．
前
掲
書
三
九
六
頁
。

　
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
が
『
哲
学
の
貧
困
』
の
た
か
で
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
点
の
「
労
働
」
の
平
均
又
は
正
常
価
格
イ
コ
ー
ル
最
低
限

で
あ
る
と
い
う
命
題
は
、
の
ち
の
発
展
か
ら
み
れ
ぱ
問
違
っ
て
い
る
。
一
八
六
五
年
の
『
賃
金
、
価
格
、
お
よ
び
利
潤
』
に
あ
る
様
に
、

労
働
力
の
価
値
は
二
っ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
生
理
的
最
低
限
プ
ラ
ス
歴
史
的
杜
会
的
要
素
を
含
む
。

　
Ｈ
９
３
ｏ
ｏ
・
ら
べ
・
前
掲
書
四
〇
二
頁
。

　
ヵ
－
ル
．
マ
ル
ク
ス
の
手
稿
『
賃
金
』
は
、
彼
の
未
完
成
の
著
作
『
賃
労
働
と
資
本
』
と
直
接
の
関
連
が
あ
り
、
右
の
著
作
に
対
す
る

重
要
な
補
足
で
あ
る
。
こ
の
手
稿
は
ド
ィ
ツ
杜
会
民
主
党
の
文
書
保
管
所
に
保
存
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
ド
ィ
ツ
語
で
は
じ
め
て
発
表
さ

れ
た
の
は
、
一
九
二
五
年
三
月
で
あ
る
。
詳
細
は
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
第
六
巻
六
五
五
頁
か
ら
六
五
六
頁
迄
を
参
照
の
こ
と
。

　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
『
賃
労
働
と
資
木
』
の
一
八
九
一
年
版
へ
の
序
文
に
お
い
て
、
　
二
八
四
〇
年
代
に
は
、
マ
ル
ク
ス
は
ま
だ
彼
の
経
済

学
批
判
を
完
成
し
て
い
た
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
五
〇
年
代
の
末
に
よ
う
や
く
完
成
さ
れ
た
」
（
Ｈ
ｇ
ｅ
乙
っ
・
蜆
睾
）
と
し
て
、
　
「
労
働
」
を

「
労
働
力
」
に
・
変
更
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
変
更
は
、
初
期
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
す

な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
自
身
の
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
正
し
く
と
ら
え
直
す
と
い
う
作
業
に
お
い
て
は
支
障
を
き
た
す
も
の
で
あ
る
故
、
本
稿

で
は
、
上
述
の
目
的
か
ら
、
．
も
と
の
彩
の
ま
ま
で
、
す
な
わ
ち
「
労
働
」
で
、
分
析
、
検
討
を
加
え
た
の
で
あ
る
。

　
Ｈ
巨
ｑ
二
〇
っ
・
８
べ
．
前
掲
書
五
二
二
頁
。

一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
特
徴
に
つ
い
て
（
津
島
）
　
　
　
　
二
一
二
　
（
七
六
五
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
。
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
七
六
六
）

（
３
５
）
　
Ｈ
繧
３
ｃ
ｏ
・
邊
ｏ
。
・
前
掲
書
五
二
八
頁
。

（
３
６
）
　
Ｈ
匡
ｑ
・
一
ｃ
ｏ
ｏ
り
・
岬
お
～
ｍ
忘
．
前
掲
書
五
二
八
頁
。

（
３
７
）
　
Ｈ
巨
３
ｃ
ｏ
・
邊
Ｈ
・
前
掲
書
五
二
六
頁
。

（
３
８
）
　
一
八
四
七
年
十
二
月
か
ら
一
八
四
八
年
一
月
に
か
げ
て
執
筆
さ
れ
、
一
八
四
八
年
二
月
に
ロ
ソ
ド
ソ
で
印
刷
１
し
、
独
立
の
小
冊
子
と
し

　
　
て
発
行
さ
れ
た
。

（
３
９
）
　
く
向
峯
吋
Ｐ
ト
ｃ
ｏ
．
ま
・
。
．
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
四
巻
四
八
二
頁
。

（
４
０
）
　
Ｈ
巨
ｅ
ｃ
ｏ
．
ミ
９
前
掲
書
四
八
九
頁
。

（
４
１
）
　
初
期
に
お
げ
る
特
有
の
論
理
構
造
と
は
、
具
体
的
に
言
え
ば
次
の
よ
う
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
と
資
本
家
と
の
関
係
は
、

　
　
「
資
本
と
労
働
と
の
対
立
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
両
者
は
「
賃
金
と
利
潤
は
反
比
例
す
る
」
と
い
う
法
則
と
し
て
定
立
さ
れ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
０

　
　
場
合
、
賃
金
は
「
労
働
の
交
換
価
値
」
と
し
て
、
利
潤
は
「
資
本
の
交
換
価
値
」
と
し
て
、
つ
ま
り
「
労
働
」
の
売
買
と
い
う
機
構
に
お

　
　
い
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

‘




